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は
じ
め
に

　

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
四
八
）
と
明
末
の
顔
茂
猷
（
一
五
三
七
～
一
六
三
七
）

と
の
間
に
は
、奇
妙
な
因
縁
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
中
国
書
物
と
し
て
は
『
勧
善
書
』

→
『
廸
吉
録
』
と
い
う
説
話
ル
ー
ト
を
た
ど
り
な
が
ら
、日
本
の
「
鑑
草
」
→
『
善

悪
報
ば
な
し
』
と
い
う
読
み
物
群
に
影
響
を
与
え
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

藤
樹
が
三
十
六
～
七
歳（

（
（

の
時
、
茂
猷
著
『
廸
吉
録
』
を
受
容
し
、
日
本
善
書
史

上
に
お
け
る
最
初
の
善
書
と
推
測
さ
れ
る
「
鑑
草
」
を
著
し
た
。「
鑑
草
」
に
収

録
さ
れ
た
六
十
一
条
の
説
話
の
中
、
四
十
八
条（

（
（

は
『
廸
吉
録
』
か
ら
「
借
用
」（

（
（

 

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
鑑
草
」
は
実
質
上
、『
廸
吉
録
』
の
節
録
で
あ
る
と
も

言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
鑑
草
」
は
、
大
著
と
言
わ
れ
る
名
作
を
多
数
抱
え

て
い
る
藤
樹
が
生
前
、
刊
行
を
容
認
し
た
唯
一
の
著
述
で
も
あ
り
、
藤
樹
の
最

も
自
信
の
あ
る
著
作
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
一
方
、『
廸
吉
録
』
は
茂

猷
の
善
書
思
想
及
び
彼
の
知
識
人
と
し
て
の
立
場
を
示
し
た
著
書
で
あ
り
、
居

官
・
民
衆
を
問
わ
ず
有
益
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る（
6
）
。

　

次
に
、「
鑑
草
」
と
『
廸
吉
録
』
と
の
比
較
検
討
に
関
す
る
主
た
る
先
行
研
究

を
回
顧
す
る
。
青
山（

（
（

は
、「
鑑
草
」
の
説
話
と
そ
の
典
拠
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、「
鑑

草
」
は
藤
樹
晩
年
の
仏
教
を
受
容
・
吸
収
し
て
い
た
時
期
の
所
産
で
あ
り
仏
教

的
女
訓
書
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
高
橋（

（
（

は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
同
じ

典
拠
に
拠
る
「
堪
忍
記
」
の
例
話
と
の
対
比
を
視
野
に
入
れ
、「
鑑
草
」
は
藤
樹

の
儒
教
の
思
想
的
立
場
を
示
す
書
物
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
呉（

（
（

は
、
藤
樹

は
善
悪
応
報
観
念
を
利
用
し
て
郷
村
の
家
庭
倫
理
を
新
た
に
変
革
し
よ
う
と
す

る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
日
本
の
一
般
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た

め
に
、
中
国
善
書
を
読
み
直
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
藤

樹
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
読
み
直
し
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

具
体
的
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
藤
樹
は
『
廸
吉
録
』
な
ど
の
原
文

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
捨
選
択
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
判
断
基
準
、
い
わ

ば
藤
樹
の
考
え
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
中
両
国
は
言
語
や
文
化
な
ど
が
異
な
る
と
い
う
背
景
の
下
で
、
藤
樹
が
受

「
鑑
草
」
に
お
け
る
『
廸
吉
録
』
か
ら
の
「
借
用
」
問
題

—

両
者
の
比
較
検
討
を
中
心
に

董　
　

航
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容
し
た
中
国
思
想
を
も
と
の
中
国
思
想
文
化
史
の
な
か
に
位
置
付
け
て
理
解
し

て
こ
そ
、
藤
樹
の
中
国
思
想
受
容
の
特
色
と
そ
れ
を
滋
養
に
し
て
つ
く
り
あ
げ

た
藤
樹
の
思
想
の
独
自
性
が
初
め
て
理
解
で
き
る（

（1
（

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
、
ま
ず
藤
樹
に
お
け
る
「
鑑
草
」
の
意
味
付
け
、
茂
猷
に
お
け
る
『
廸

吉
録
』
の
意
味
付
け
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
次
に
最
も
異
同
が
見
ら
れ
る
説
話

同
士
の
比
較
を
行
っ
て
、
最
後
に
「
鑑
草
」
の
思
想
の
核
心
を
究
明
す
る
こ
と

を
試
み
た
い
。

一　

中
江
藤
樹
と
「
鑑
草
」

　

藤
樹
は
近
江
国
（
現
在
の
滋
賀
県
）
出
身
の
江
戸
初
期
の
儒
者
で
あ
る
。
二

〇
歳
で
専
ら
朱
子
学
を
修
め
、「
格
套
」
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま
受
用
し
た
。
二
十

七
歳
で
、
郷
里
に
住
む
母
へ
の
孝
養
と
、
自
己
の
喘
息
病
な
ど
を
理
由
に
辞
任

を
願
い
出
た
が
、
許
さ
れ
な
い
ま
ま
武
士
の
身
分
を
捨
て
て
、
脱
藩
帰
郷
し
た
。

三
〇
歳
の
時
、藤
樹
は
い
ま
だ
に
「
格
法
」
に
固
執
し
、と
ら
わ
れ
る
ゆ
え
に
、「
三

十
而
有
室
」と
い
う『
礼
記
』の
規
範
に
厳
格
に
則
っ
て
高
橋
氏
と
結
婚
し
た
。「
其

女
、
容
貌
甚
醜
シ
」
と
い
う
こ
と
を
憂
え
る
藤
樹
の
母
は
「
出
ン
ト
欲
ス
ル
コ

ト
ア
マ
タ
タ
ビ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
離
縁
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
藤
樹
は
、

「
性
質
甚
聡
ニ
シ
テ
、
心
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
貞
シ
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
母
の

意
見
を
「
固
ク
辞
ス
」
と
し
た
。
年
譜（

（1
（

に
「
先
生
、
常
ニ
諸
門
人
ニ
会
シ
テ
、

夜
半
ニ
過
、
或
ハ
五
更
ニ
及
デ
後
、
閨
ニ
入
レ
ド
モ
、
十
年
ノ
間
、
終
ニ
先
生

二
先
テ
寝
ズ
。
居
常
、
小
事
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
先
生
ノ
命
ヲ
不
受
バ
不
行
」
と
あ

る
よ
う
に
、「
順
・
正
の
二
徳
」（

（1
（

を
た
い
そ
う
持
っ
て
い
る
妻
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

「
高
橋
氏
歿
」
の
時
、「
為
持
齋
五
十
日
」
と
い
う
藤
樹
の
ふ
る
ま
い
は
理
解
で

き
な
く
は
な
か
ろ
う
。

　

三
十
七
歳
の
時
に
は
「
購
読
陽
明
全
集
。
沈
潜
反
復
大
有
所
得
」
と
年
譜
に

記
さ
れ
て
い
る
。
後
に
、
藤
樹
自
ら
も
「
与
池
田
子
」（

（1
（

と
い
う
慶
安
元
年
（
一

六
四
八
）
の
書
簡
に
お
い
て
、「『
陽
明
学
全
集
』
と
申
書
わ
た
り
、
買
取
熟
読

仕
候
へ
ば
、
拙
子
疑
の
如
く
、
発
明
ど
も
御
座
候
て
、
憤
ひ
ら
け
、
ち
と
入
徳

の
把
柄
、
手
に
入
申
様
に
覚
、
一
生
の
大
幸
、
言
語
道
断
に
候
」
と
陽
明
学
と

の
邂
逅
を
述
べ
、「
此
一
助
無
御
座
候
は
ば
、
此
生
を
む
あ
し
く
可
仕
に
と
、
有

難
奉
存
候
」
と
感
激
の
言
葉
を
表
し
、
さ
ら
に
「
面
上
に
委
く
御
物
語
仕
度
と

の
み
存
暮
候
。（
中
略
）『
大
学
古
本
』
を
信
じ
、
致
知
の
知
を
良
知
と
解
し
め

さ
れ
候
。
此
発
明
に
よ
つ
て
、
開
悟
の
様
に
覚
へ
申
候
」
と
「
百
年
已
前
」
の

陽
明
の
考
え
に
同
調
で
き
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
藤
樹
は
自
己
の
良
知
（
本
心
）

を
鏡
と
し
て
、我
が
心
を
正
し
く
す
る
こ
と
を
「
明
明
徳
」
の
工
夫
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
藤
樹
は
「
女
中
方
の
勧
戒
に
と
、『
廸
吉
録
』
の
抜

き
書
に
評
判
を
か
き
た
る
書
」
と
し
て
、
仏
教
も
道
教
も
儒
教
と
同
様
に
「
三

教
皆
明
徳
を
明
か
に
す
る
教
な
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
や
道
教
を
包
摂
し

な
が
ら
、「
鑑
草
」
と
い
う
女
子
教
育
の
た
め
の
勧
戒
本
を
著
し
、
そ
の
書
の
至

る
所
に
「
明
徳
佛
性
」
と
い
う
造
語
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
答
吉
田
新
」（

（1
（

と

い
う
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
書
簡
に
お
い
て
、「
古
人
の
曰
、
良
知
は
生
前

随
身
の
規
矩
。
死
後
随
身
の
資
糧
と
な
ん
。
佛
家
の
成
仏
得
脱
の
勧
戒
を
以
て

見
る
に
も
、
吾
儒
当
下
安
楽
の
得
益
を
以
て
見
る
に
も
、
片
時
も
早
く
良
知
に

至
り
た
き
御
事
に
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
樹
は
勧
戒
と
良
知
、
す
な
わ
ち
明
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徳
（
＝
孝
徳
）
と
の
関
係
性
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
悪
に
陥
る
こ
と
な
く

善
を
積
む
よ
う
戒
め
る
と
い
う
仏
教
の
勧
戒
を
も
っ
て
成
仏
得
脱
に
た
ど
り
着

き
た
い
こ
と
を
、
儒
教
に
お
い
て
日
常
生
活
の
中
で
良
知
を
致
し
、
一
刻
も
早

く
良
知
に
至
り
た
い
こ
と
と
同
一
の
も
の
に
帰
着
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
鑑
草
」
は
、
冒
頭
の
序
と
、
巻
之
一　

孝
逆
之
報
、
巻
之
二　

守
節
背
夫
報
、

巻
之
三　

不
嫉
妬
毒
報
、
巻
之
四　

教
子
報
、
巻
之
五
（
一
）　

慈
残
報
、
巻
之

五
（
二
）　

仁
虐
報
、
巻
之
六
（
一
）　

淑
睦
報
、
巻
之
六
（
二
）　

廉
貪
報
の
全

六
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
式
は
、
ま
ず
藤
樹
が
一
般
的
な
解
説
ま
た

は
教
訓
を
行
い
、
次
に
具
体
的
な
応
報
例
話
を
あ
げ
、
最
後
に
「
鄙
夫
の
愚
案
」

と
い
う
自
ら
の
論
評
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

序
文（

（1
（

に
お
い
て
、「
世
間
の
福
ひ
（
中
略
）
の
種
は
明
徳
佛
性
な
り
。
此
種
を

ま
き
て
此
福
ひ
を
造
る
田
地
は
、
人
倫
日
用
の
交
な
り
」 
と
さ
れ
、
世
間
で
思
わ

れ
て
い
る
最
上
の
幸
福
の
も
と
は
明
徳
佛
性
だ
と
初
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
明
徳
佛
性
の
具
体
的
表
現
を
「
明
徳
佛
性
を
つ
ね
に
明
か
に
し
て
、
何
事
に

つ
き
て
も
ふ
さ
ぶ
ら
ず
、
い
か
ら
ず
、
か
た
く
な
な
ら
ず
、
ひ
ず
か
し
か
ら
ず
、

親
に
つ
か
へ
て
は
孝
行
の
誠
を
つ
く
し
、
夫
に
つ
か
へ
て
は
順
従
の
道
を
守
り
、

子
を
そ
だ
つ
る
に
は
正
し
き
道
に
し
た
が
ひ
、
夫
の
兄
弟
一
族
に
は
其
程
々
に

し
た
が
ひ
て
こ
ん
せ
つ
に
あ
い
し
ら
ひ
、
家
内
の
僕
に
は
ね
ん
ご
ろ
に
情
ふ
か

く
、
こ
つ
じ
き
非
人
に
至
る
ま
で
慈
悲
を
ほ
ど
こ
す
を
、
明
徳
佛
性
の
修
行
と
す
」 

と
記
し
て
、「
鑑
草
」
の
本
文
で
論
じ
る
徳
目
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
内
容
は
、「
親
に
つ
か
へ
て
は
、
孝
行
の
誠
を
つ
く
し
」
は
孝
逆
之
報
に
、

「
夫
に
つ
か
へ
て
は
、純
従
の
道
を
守
り
」
は
守
節
背
夫
報
と
不
嫉
妬
毒
報
に
、「
子

を
そ
た
つ
る
に
は
、
正
し
き
道
に
し
た
か
ひ
」
は
教
子
報
と
慈
残
報
に
、「
家
内

の
僕
に
は
、
ね
ん
こ
ろ
に
、
情
ふ
か
く
」
は
仁
虐
報
に
、「
夫
の
兄
弟
一
族
に
は
、

其
程
々
に
し
た
か
ひ
て
、
こ
ん
せ
つ
に
、
あ
い
し
ら
ひ
」
は
淑
睦
報
に
そ
れ
ぞ

れ
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、藤
樹
は
「
鑑
草
」
に
お
い
て
序
文
で
明
徳
佛
性
と
い
う
造
語
を
示
し
、

本
心
を
明
ら
か
に
す
る
修
行
と
し
て
、
八
つ
の
徳
目
と
展
開
し
各
々
の
意
味
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

二　

顔
茂
猷
と
『
廸
吉
録
』

　

顔
茂
猷
は
、「
古
学
を
復
す
る
、
経
書
を
中
心
と
す
る
儒
学
を
基
礎
と
し
て
、

三
教
兼
修
で
あ
り
、
明
末
の
貴
賤
貧
富
を
と
わ
ず
学
修
す
る
庶
民
的
な
文
化
の

中
に
あ
る
学
問
」（

（1
（

を
志
向
し
、
明
末
善
書
文
化
に
関
係
の
深
い
人
物
と
し
て
知

ら
れ
る
儒
学
者
で
あ
る
。
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
挙
人
に
な
り
、
死
去
三

年
前
の
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
に
進
士
を
特
賜
さ
れ
た
。
明
清
の
科
挙
制
度

の
一
般
的
な
仕
途
と
し
て
、
挙
人
が
京
師
の
礼
部
の
会
試
を
受
け
、
さ
ら
に
殿

試
を
経
て
進
士
と
な
り
任
官
す
る
こ
と
か
ら
、
茂
猷
は
郷
紳（

（1
（

と
し
て
そ
の
一
生

を
過
ご
し
て
来
た
と
言
え
よ
う
。
郷
紳
に
つ
い
て
、
茂
猷
は
「
郷
紳
、
国
之
望
也
、

家
居
而
為
善
、
可
以
感
郡
県
、
可
以
風
州
里
、
可
以
培
後
進
、
其
為
功
化
、
比

士
人
百
倍
」（

（1
（

と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郷
紳
と
士
人
を
明
ら
か
に
区
別
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

茂
猷
は
古
学
復
興
を
意
識
し
た
明
末
の
文
学
お
よ
び
政
治
の
結
社
で
あ
る
復

社
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
故
郷
の
福
建
漳
州
で
雲
起
社
を
自
ら
起
し
、



−22−

成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
六
号
（
二
〇
一
八
）

郷
里
の
士
人
を
集
め
て
儒
学
・
詩
文
・
三
教
兼
修
・
道
徳
実
践
・
経
済
の
結
社

を
し
て
い
る
。
復
社
の
一
大
特
徴
と
し
て
、空
談
に
反
し
社
会
や
人
生
に
注
目
し
、

儒
学
の
地
域
社
会
で
の
実
践
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
雲
起
社
は
メ
ン
バ
ー
同
士
の
学
問
上
の
切
磋
琢
磨
を
重
要
視
す
る
ほ
か
、

善
人
の
育
成
や
善
行
の
実
践
も
大
切
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
復
社
の
三
教
兼
修

や
そ
れ
と
関
係
あ
る
儒
教
の
庶
民
化
運
動
と
い
う
風
潮
の
下
で
、
茂
猷
は
貴
賤

貧
富
を
問
わ
ず
、
各
階
層
の
人
々
に
雲
起
社
に
参
加
さ
せ
よ
う（

（1
（

と
活
動
し
て
お

り
、『
廸
吉
録
』
を
そ
の
産
物（

（2
（

と
し
て
著
し
た
の
で
あ
る
。

　

明
版
『
廸
吉
録
』（

（2
（

は
九
巻
あ
り
、
首
巻
は
知
友
の
顧
錫
疇
、
林
釬
、
祁
彪
佳

の
叙
、
顔
茂
猷
自
序
、
同
人
の
王
東
里
ら
の
評
と
「
七
辯
」、「
六
祝
」、「
三
破
」

と
い
う
本
書
の
成
立
趣
旨
が
記
さ
れ
る
三
つ
の
前
書
き
文
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

「
七
辯
」
は
茂
猷
が
因
果
応
報
・
勧
善
懲
悪
に
関
す
る
仏
教
・
儒
教
の
立
場
か
ら

の
論
説
を
七
条
に
ま
と
め
た
も
の
で
、「
六
祝
」
は
具
体
的
に
「
起
信
心
」、「
重

傳
流
」、「
願
增
補
」、「
囑
勤
修
」、「
重
養
心
」、「
貴
堅
永
」
を
指
し
て
お
り
、

善
行
を
実
践
す
る
時
の
行
動
原
則
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
三
破
」
に
お
い

て
、
茂
猷
は
歴
史
上
の
事
件
を
例
と
し
て
あ
げ
な
が
ら
、
果
報
観
念
を
信
じ
て

は
じ
め
て
「
媚
世
」、「
欺
世
」、「
玩
世
」
と
い
う
世
の
中
に
蔓
延
し
た
不
正
な

処
世
態
度
を
根
本
か
ら
改
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
方
、
他
の
八
巻
は
、「
一
」、「
心
」、「
普
」、「
度
」、「
兆
」、「
世
」、「
太
」、「
平
」

の
題
目
で
順
番
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
一
」
巻
か
ら
「
度
」
巻
ま
で
の
四
巻
は
官

鑑
で
、
い
わ
ゆ
る
官
僚
の
行
う
べ
き
道
徳
の
事
例
故
実
の
説
話
を
鑑
戒
と
し
て

具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
兆
」
巻
か
ら
「
平
」
巻
ま
で
の
四
巻
は
公
鑑

で
あ
る
。
公
鑑
の
公
は
公
共
・
公
議
・
公
表
・
公
布
・
公
然
な
ど
の
公
と
同
じ
く
、

「
世
間
一
般
」、「
大
衆
」
の
意
味
で
あ
る
。
公
鑑
は
孝
悌
・
慈
教
な
ど
家
族
道
徳

か
ら
始
め
て
明
末
の
庶
民
道
徳
一
般
に
関
す
る
事
例
故
実
を
述
し
た
も
の
で
あ

る
。
平
巻
の
末
尾
に
は
、婦
人
の
道
徳
に
関
す
る
事
例
故
実
を
集
め
た
篇
と
し
て
、

女
鑑
が
附
さ
れ
て
い
る
。
女
鑑
は
、
孝
逆
報
、
淑
睦
報
、
忠
義
報
、
慈
殘
報
、

教
子
報
、
守
節
背
夫
報
、
妬
毒
報
、
廉
貪
報
、
仁
虐
報
、
放
生
殺
生
報
と
い
う

十
徳
目
に
分
か
れ
て
お
り
、
忠
義
報
と
放
生
殺
生
報
以
外
の
八
つ
の
徳
目
は
「
鑑

草
」
と
共
通
し
て
い
る
。

三　

説
話
同
士
の
比
較
検
討

　

ま
ず
、
共
通
す
る
徳
目
の
下
で
、「
鑑
草
」
に
現
れ
た
説
話
に
つ
い
て
、
そ
の

典
拠
と
な
る
『
廸
吉
録
』
と
共
通
し
て
い
る
説
話
の
題
目
を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

に
列
挙
す
る
。「
鑑
草
」
の
説
話
に
は
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

論
考
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
説
話
に
タ
イ
ト
ル
を
適

宜
つ
け
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
以
下
★
は
後
述
す
る
比
較
検
討
の
対
象
と
な
る

説
話
を
示
す
。

巻
之
一　

孝
逆
之
報

①
★
林
侑
の
妻
周
氏
其
の
嫁
の
徐
氏
其
の
孫
嫁
潘
氏
の
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝

逆
報
「
林
婦
三
孝
相
承
子
孫
世
貴
」

②
杜
氏
三
人
の
逆
婦
が
異
類
に
化
け
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆
報
「
杜
婦
逆

變
異
類
」
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③
開
封
の
翁
の
兄
嫁
、
弟
嫁
の
得
た
る
銭
を
盗
み
狂
死
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑

門
孝
逆
報
「
開
封
長
婦
幼
婦
生
死
巧
換
」

④
常
州
の
百
姓
の
妻
、
孝
心
あ
つ
く
天
よ
り
飯
米
を
得
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門

孝
逆
報
「
田
婦
孝
食
天
穀
」

⑤
滑
州
婦
人
が
盲
目
の
姑
に
犬
糞
を
食
わ
せ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆
報
「
酸

棗
婦
雷
換
狗
頭
」

⑥
徽
州
の
葉
元
賛
の
妻
李
氏
と
其
の
隣
の
嫁
秦
氏
の
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆

報
「
徽
州
李
氏
秦
氏
祥
禍
各
殊
」、
公
鑑
孝
弟
門
孝
弟
之
報
「
李
氏
篤
孝
感

天
壽
其
舅
姑
祿
其
子
孫
」

⑦
順
天
府
の
百
姓
の
嫁
が
盲
目
の
姑
に
曾
孫
の
胎
衣
を
喰
わ
せ
た
事
→
公
鑑

不
孝
門
不
孝
不
弟
之
報
「
順
天
府
民
婦
以
胎
衣
食
姑
蛇
入
口
中
」

⑧
姜
詩
が
妻
龐
氏
よ
く
姑
に
事
へ
鯉
を
感
得
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆
報

「
姜
詩
妻
事
姑
感
鯉
」

⑨
戚
生
の
妻
周
氏
が
よ
く
姑
に
仕
え
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆
報
「
戚
母
三

美
兼
僃
兩
子
榮
寵
」

⑩
支
祖
宜
が
妻
喩
氏
よ
く
姑
黄
氏
に
仕
え
、
同
じ
里
の
張
氏
の
妻
馬
氏
不
孝

で
あ
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆
報
「
喩
氏
孝
免
雷
厄
」、
公
鑑
孝
弟
門
孝

弟
之
報
「
喩
氏
事
姑
至
孝
免
於
雷
厄
」

巻
之
二　

守
節
背
夫
之
報

⑪
魏
溥
の
妻
房
氏
の
事
→
公
鑑
女
鑑
門
守
節
背
夫
報
「
魏
溥
妻
斷
耳
守
節
生

子
太
守
」

⑫
鄭
氏
の
妻
陸
氏
鄭
氏
と
の
約
に
背
き
、
其
の
死
後
曾
氏
に
改
め
嫁
い
だ
事

→
公
鑑
女
鑑
門
守
節
背
夫
報
「
鄭
婦
背
夫
改
適
未
幾
輙
死
」

⑬
太
宗
の
官
人
某
の
妻
、
夫
の
留
守
中
張
氏
と
崇
夏
寺
に
密
会
し
た
事
→
公

鑑
宣
淫
門
漁
色
宣
淫
之
報
「
張
舉
子
從
擲
釵
婦
相
對
就
刃
」

⑭
張
浚
の
母
計
夫
人
、
夫
の
没
後
正
し
く
張
浚
を
教
養
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑

門
守
節
背
夫
報
「
計
夫
人
節
而
忠
兩
代
傳
芳
」

⑮
★
朱
買
臣
の
妻
そ
の
家
の
貧
を
厭
い
他
家
へ
嫁
い
だ
後
に
、
買
臣
出
世
し
、

自
ら
恥
じ
て
死
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
守
節
背
夫
報
「
朱
買
臣
の
妻
棄
夫

而
夫
貴
身
恨
死
」

⑯
蓮
真
が
祖
惠
と
通
じ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
守
節
背
夫
報
「
景
蓮
真
淫
於
從

兄
三
受
雷
震
」

⑰
洪
武
の
奉
公
人
隣
家
の
淫
婦
を
殺
し
、
己
が
罪
状
を
告
白
し
た
事
→
公
鑑

女
鑑
門
守
節
背
夫
報
「
京
民
婦
私
通
校
尉
為
尉
所
殺
」

⑱
李
尉
の
妻
が
再
嫁
し
て
、
李
尉
の
亡
霊
に
殺
さ
れ
た
事
→
公
鑑
宣
淫
門
漁

色
宣
淫
之
報
「
張
節
度
使
奪
李
尉
妻
為
鬼
毆
死
」

巻
之
三　

不
嫉
妬
毒
報

⑲
縉
雲
の
妻
朱
氏
が
嫉
妬
に
よ
り
妾
を
殺
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
妬
毒
報
「
縉

雲
婦
虐
其
從
嫁
飽
鬼
毒
」

⑳
趙
指
揮
の
妻
徐
氏
寒
薬
を
以
て
妾
腹
の
子
を
下
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
妬

毒
報
「
徐
氏
隕
妾
胎
腹
疾
狂
死
」

�
★
嵩
陽
の
杜
昌
の
妻
が
両
奴
婢
を
虐
待
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
妬
毒
報
「
杜
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昌
妻
虐
兩
婢
身
受
毒
報
」

�
唐
の
胡
亮
の
妻
賀
氏
が
妾
の
両
眼
を
焼
き
潰
し
、
己
も
ま
た
両
眼
を
失
っ

た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
妬
毒
報
「
胡
亮
妻
烙
妾
眼
眼
亦
雙
枯
」

�
休
寧
の
商
人
の
妻
が
妾
を
憎
み
殺
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
妬
毒
報
「
休
寧

商
婦
餓
殺
妾
喉
結
就
斃
」

巻
之
四　

教
子
報

�
★
王
季
の
后
が
胎
教
に
努
め
文
王
を
育
て
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
文

母
胎
教
生
聖
子
」

�
孟
子
の
母
が
子
の
教
育
に
努
め
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
孟
母
習
教

成
大
賢
」

�
★
程
子
の
母
が
二
子
の
教
育
に
努
め
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
程
母

和
而
訓
義
子
為
名
儒
」

�
陶
侃
の
母
が
子
に
忠
義
廉
直
を
教
え
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
陶
侃

母
貧
而
訓
廉
子
作
三
公
」、
公
鑑
慈
教
門
慈
教
之
報
「
陶
母
却
鮓
子
鎮
八
州
」

�
呉
賀
の
母
が
子
に
陰
口
を
戒
め
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
呉
母
教
子

以
讓
成
進
士
」

�
虞
潭
の
母
が
節
を
守
り
子
に
忠
義
を
教
え
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
虞

潭
母
陳
堯
咨
母
暴
勝
之
母
俱
善
教
」、
公
鑑
慈
教
門
慈
教
之
報
「
虞
母
勉
子

忠
義
身
膺
紫
綬
」

�
陳
繞
咨
の
母
が
子
に
忠
孝
を
教
え
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
虞
潭
母

陳
堯
咨
母
暴
勝
之
母
俱
善
教
」、
公
鑑
慈
教
門
慈
教
之
報
「
陳
妻
義
方
門
極

四
貴
」

巻
之
五
（
一
）　

慈
残
報

�
魏
国
芒
卯
の
後
妻
孟
陽
氏
が
、
継
子
を
愛
し
て
、
後
に
実
子
継
子
八
人
皆

高
官
に
上
が
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
魏
母
慈
前
子
而
巳
子
竝
貴
」

�
徐
甲
の
後
妻
陳
氏
が
継
子
鉄
臼
を
苛
み
殺
し
、
後
に
実
子
鉄
杵
は
怨
霊
に

た
た
ら
れ
て
夭
死
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
徐
妻
殺
前
兒
而
巳
兒

繼
死
」

�
張
一
清
の
後
妻
陳
氏
が
継
子
を
愛
し
た
為
に
、
実
子
は
翰
林
学
士
と
な
っ

た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
陳
夫
人
孝
慈
受
誥
贈
」

�
★
秦
潤
夫
の
後
妻
が
先
妻
の
子
を
救
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
柴

母
捨
己
子
蔭
前
子
而
光
寵
」

�
歙
県
の
商
人
の
妻
が
妾
の
子
を
狗
の
児
の
如
く
し
つ
け
、
殺
し
た
事
→
公

鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
歙
県
商
婦
作
地
狗
」

�
王
益
の
後
妻
呉
氏
が
継
子
を
愛
し
、
又
二
人
の
婦
を
愛
し
、
倹
約
に
努
め

た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
呉
夫
人
慈
仁
受
累
封
」

�
石
揆
の
妻
が
自
分
の
生
ん
だ
子
を
殺
し
、
元
秀
が
妾
の
生
ん
だ
子
を
殺
し

た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
「
石
揆
妻
以
溺
女
喪
命
」

巻
之
五
（
二
）　

仁
虐
報

�
★
程
氏
の
母
が
孝
順
、
仁
慈
で
あ
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
「
程
母

和
而
訓
義
子
為
名
儒
」
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�
王
会
師
の
母
が
残
虐
で
あ
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
仁
虐
報
「
會
師
母
嚴
酷

再
世
作
狗
」

�
楊
誠
斎
夫
人
が
仁
徳
で
あ
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
仁
虐
報
「
楊
夫
人
慈
祥

一
門
三
貴
」

�
胡
泰
の
母
が
残
酷
で
あ
っ
た
為
に
、
鶏
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
事
→
公
鑑
女

鑑
門
仁
虐
報
「
胡
泰
母
虐
轉
世
為
雞
」

�
元
寛
の
妻
が
孝
悌
、
貞
節
で
あ
っ
た
為
に
、
後
に
子
元
稹
は
宰
相
と
な
っ

た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
仁
虐
報
「
鄭
太
君
寛
厚
生
子
作
相
」

巻
之
六
（
一
）　

淑
睦
報

�
王
覽
の
妻
が
、
兄
嫁
や
姑
を
大
切
に
し
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
淑
睦
報
「
王

覽
婦
妯
娌
均
役
子
孫
世
貴
」、
公
鑑
蓋
愆
門
孝
弟
蓋
愆
養
志
之
報
「
王
覽
化

母
成
慈
公
卿
百
代
」

�
子
な
き
章
兄
が
養
子
を
迎
え
た
後
に
子
が
生
ま
れ
、
兄
嫁
が
実
子
を
子
な

き
章
弟
に
与
え
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
淑
睦
報
「
章
氏
二
嗣
繼
貴
」

巻
之
六
（
二
）　

廉
貪
報

�
李
郡
君
商
人
の
遺
失
し
た
宝
玉
を
返
し
て
長
寿
を
得
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門

廉
貪
報
「
李
郡
君
還
珠
增
壽
」

�
万
年
県
の
元
氏
の
妻
謝
氏
が
、
二
つ
の
枡
を
使
っ
た
為
に
、
死
後
は
牛
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
廉
貪
報
「
元
氏
婦

價
化
牛
」

�
崇
文
門
の
あ
る
商
人
の
母
が
借
金
を
返
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
死
後
は
驢

馬
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
事
→
公
鑑
女
鑑
門
廉
貪
報
「
煤
郎
母
負
債
作
驢
」

�
周
才
美
の
妻
が
二
つ
の
枡
を
や
め
た
た
め
に
、
終
に
一
家
の
清
福
を
得
た

事
→
公
鑑
女
鑑
門
廉
貪
報
「
周
氏
婦
盖
貪
獲
福
」、
公
鑑
蓋
愆
門
孝
弟
蓋
愆

養
志
之
報
「
周
婦
以
廉
直
悟
其
親
子
登
科
第
」

　

次
に
、
前
述
し
た
四
十
八
条
の
説
話
同
士
の
中
で
、
藤
樹
の
取
捨
選
択
が
顕

著
に
読
み
取
ら
れ
る
以
下
の
六
組
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
比
較
し
検

討
す
る
。
ま
た
、
異
同
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

・「
波
線
」（　
　

）：「
鑑
草
」
と
『
廸
吉
録
』
に
共
通
す
る
が
、
両
者
の
表
現

が
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

・「
直
線
」（　
　

）：『
廸
吉
録
』
に
あ
る
が
、「
鑑
草
」
で
略
訳
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ

・「
二
重
線
」（　
　

）：『
廸
吉
録
』
に
は
な
い
が
、「
鑑
草
」
で
増
訳
さ
れ
る
と

こ
ろ

第
一
組

「
鑑
草
」：
林
侑
の
妻
周
氏
其
の
嫁
の
徐
氏
其
の
孫
嫁
潘
氏
の
事（

（2
（

　

む
か
し
麗
水
に
林
侑
と
い
ふ
人
あ
り
。
そ
の
つ
ま
の
周
氏
、
女
な
れ
ど
も
聖

人
の
書
に
通
じ
儒
道
を
信
仰
し
て
行
ひ
正
し
か
り
け
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
姑
に

き
は
め
て
孝
行
の
誠
を
つ
く
せ
り
。
男
子
一
人
ま
う
け
て
後
林
侑
母
に
さ
き
だ

ち
む
な
し
く
成
ぬ
れ
共
、
夫
の
在
し
時
よ
り
も
猶
姑
に
孝
行
の
誠
を
つ
く
し
、

毎
日
三
度
の
食
物
か
な
ら
ず
手
づ
か
ら
調
へ
て
す
ゝ
め
け
り
。
其
子
成
人
し
て

よ
め
を
め
と
れ
り
。
よ
め
の
徐
氏
も
又
周
氏
に
つ
か
へ
て
孝
行
の
誠
あ
る
事
、



−26−

成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
六
号
（
二
〇
一
八
）

周
氏
の
姑
に
孝
行
な
る
に
露
も
差
ざ
り
け
り
。
徐
氏
男
子
を
生
り
。
定
老
と
名
く
。

定
老
生
れ
て
い
ま
だ
一
年
に
も
な
ら
ざ
る
に
天
下
乱
れ
た
り
。
其
家
盜
に
せ
ま

ら
れ
て
難
儀
な
り
し
か
ば
、
林
氏
定
老
を
澤
の
中
へ
す
て
、
盜
を
ふ
せ
ぎ
て
う

た
れ
に
け
り
。
此
あ
ひ
だ
に
周
氏
徐
氏
は
東
山
へ
ふ
か
く
忍
び
け
る
が
、
林
氏

が
討
れ
た
る
を
も
し
ら
ず
、
盜
の
す
き
ま
を
う
か
ゞ
ひ
山
を
出
て
林
氏
定
老
を

尋
ね
け
る
と
こ
ろ
に
、ま
た
盜
に
逢
ぬ
。
周
氏
は
と
し
老
ぬ
れ
ば
め
に
も
か
け
ず
、

徐
氏
に
せ
ま
り
て
と
り
こ
に
せ
ん
と
せ
し
を
、
周
氏
徐
氏
た
が
ひ
に
手
に
手
を

と
り
死
な
ば
と
も
に
と
な
げ
き
ぬ
れ
ば
、
盜
も
さ
う
な
く
よ
り
つ
か
ざ
れ
ど
も
、

つ
ゐ
に
の
が
れ
べ
く
も
見
え
ざ
り
し
を
、
周
氏
つ
ね
つ
ね
信
仰
し
て
つ
か
へ
け

る
神
明
に
い
の
り
け
れ
ば
、
神
明
の
た
す
け
に
よ
つ
て
、
た
れ
と
も
し
ら
ず
盜

を
お
ひ
ち
ら
し
て
、
難
な
く
の
が
れ
て
け
り
。
か
く
し
て
道
に
ま
よ
ひ
こ
ゝ
か

し
こ
に
さ
ま
よ
ひ
澤
の
ほ
と
り
を
す
ぎ
行
け
れ
ば
、
澤
の
中
に
定
老
す
て
ら
れ

て
有
け
る
を
見
つ
け
け
る
。
一
と
せ
に
も
た
ら
ぬ
赤
子
と
い
ひ
、
盜
賊
兵
乱
の

中
と
い
ひ
、
人
遠
く
虎
お
ほ
か
み
の
往
來
す
る
野
原
澤
と
い
ひ
、
安
穩
に
あ
る

べ
き
事
な
ら
ね
ど
も
、
周
氏
徐
氏
の
孝
行
天
を
う
ご
か
し
、
神
明
の
加
護
に
や

有
け
ん
、
い
か
に
も
つ
ゝ
が
な
く
泣
事
も
な
く
母
に
い
だ
か
れ
た
る
ご
と
く
に

て
ぞ
有
け
る
。
周
氏
徐
氏
よ
ろ
こ
び
い
だ
き
と
り
て
か
へ
り
ぬ
。
そ
の
ゝ
ち
林

氏
が
尸
を
も
尋
ね
出
し
て
よ
く
葬
り
ぬ
。
兵
乱
し
づ
ま
り
て
家
に
歸
り
、
周
氏

徐
氏
さ
び
し
き
日
を
送
り
な
が
ら
、
徐
氏
き
は
め
て
孝
行
な
り
け
れ
ば
、
互
に

あ
ひ
慰
み
て
世
事
の
な
や
み
を
忘
れ
け
り
。
此
時
徐
氏
は
い
ま
だ
三
十
ば
か
り

に
て
か
た
ち
も
す
ぐ
れ
け
れ
ば
、
い
か
な
る
え
ん
に
も
と
な
か
だ
ち
す
る
人
も

お
ほ
く
あ
り
け
れ
ど
も
、
き
ゝ
も
い
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
に
周
氏
に
孝
を
ぞ
つ
く

し
け
る
。
定
老
お
さ
な
き
う
ち
病
お
ほ
か
り
し
を
、
周
氏
徐
氏
や
う
や
う
に
い

た
は
り
て
人
と
成
ぬ
。
年
た
く
る
に
し
た
が
ひ
、
學
問
を
は
げ
ま
し
才
德
す
ぐ

れ
け
れ
ば
、
潘
架
と
い
ふ
人
、
そ
の
ま
づ
し
き
を
き
ら
は
ず
、
其
む
す
め
を
め

あ
は
せ
ら
れ
け
り
。
定
老
が
妻
の
潘
氏
も
又
孝
行
あ
ま
り
あ
り
て
、
を
の
れ
が

家
の
富
貴
を
わ
す
れ
、
衣
裳
身
の
つ
く
ろ
ひ
ま
で
定
老
が
家
の
さ
ま
に
と
り
か

へ
、
周
氏
徐
氏
に
つ
か
へ
て
孝
行
な
る
事
た
ぐ
ひ
な
か
り
け
り
。
徐
氏
と
し
よ

り
て
の
ち
わ
づ
ら
ひ
、
行
歩
も
か
な
は
ざ
り
け
る
を
、
潘
氏
よ
る
ひ
る
そ
ば
を

は
な
れ
ず
つ
か
へ
ぬ
る
躰
、
慈
母
の
赤
子
を
そ
だ
つ
る
に
こ
と
な
ら
ず
。
定
老

程
な
く
内
裏
へ
め
し
出
さ
れ
祕
書
丞
と
い
ふ
位
に
あ
が
り
、
定
老
が
父
母
に
も

贈
官
を
く
だ
さ
れ
、
そ
の
ゝ
ち
子
孫
う
ち
つ
ゞ
き
高
位
大
官
に
あ
が
る
人
た
え

ず
。
是
皆
周
氏
徐
氏
潘
氏
三
婦
人
の
孝
行
誠
あ
る
餘
慶
に
よ
つ
て
さ
か
へ
け
り
。

　

林
侑
は
や
く
身
ま
か
り
、
其
子
ま
た
わ
か
く
し
て
凶
死
に
あ
へ
り
。
こ
れ
を

も
て
見
れ
ば
林
氏
が
家
ま
づ
し
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
き
は
め
て
薄
福
な
る
事
分

明
な
り
。
か
く
薄
福
な
る
家
な
れ
共
、
周
氏
の
孝
行
誠
あ
る
に
よ
つ
て
よ
め
の

徐
氏
が
孝
行
を
ま
ね
き
、
又
孫
嫁
の
潘
氏
が
孝
行
を
ま
ね
き
、
三
婦
人
の
孝
行

の
餘
慶
に
よ
つ
て
、そ
の
子
夫
婦
贈
官
を
う
け
、孫
の
定
老
高
位
に
の
ぼ
り
、子
ゝ

孫
ゝ
め
で
た
く
さ
か
へ
ぬ
る
大
福
を
作
り
出
せ
り
。
こ
れ
ひ
と
へ
に
周
氏
の
孝

行
に
て
基
を
は
じ
め
た
る
ゆ
へ
な
り
。
薄
福
の
家
に
て
さ
へ
か
く
め
で
た
く
禍

を
轉
じ
て
福
と
な
し
ぬ
れ
ば
、
ま
し
て
福
あ
つ
き
家
に
孝
行
の
善
積
り
な
ば
、

其
福
は
か
る
べ
か
ら
ず
。
か
や
う
の
た
め
し
を
よ
く
か
ゞ
み
て
、
眼
前
の
む
く

ひ
な
き
は
福
分
の
う
す
き
ゆ
へ
な
り
、
ま
く
種
は
子
孫
に
む
な
し
か
る
ま
じ
と

賴
も
し
く
思
ひ
、
お
こ
た
ら
ず
孝
行
を
つ
と
め
お
こ
な
ふ
べ
し
。
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『
廸
吉
録
』：
林
婦
三
孝
相
承
子
孫
世
貴（

（2
（

　
　

麗
水
林
侑
妻
周
氏
、
知
書
奉
道
、
夫
卒
、
奉
姑
謹
、
三
饋
非
手
所
治
、
弗

以
進
、
子
婦
徐
、
養
周
亦
如
之
、
宋
季
亂
、
徐
生
子
定
老
、
甫
六
月
、
為
盜
迫
、

夫
棄
兒
澤
中
、
走
死
、
時
周
婦
姑
避
地
東
山
、
聞
變
間
行
往
迹
之
、
又
遇
盜
、

周
既
老
矣
、
盜
麾
之
去
、
而
迫
徐
東
行
、
姑
婦
相
持
哭
曰
、
願
同
歸
九
泉
、
不

相
離
苟
生
也
、
周
事
神
謹
、
默
禱
神
、
而
寇
忽
目
眩
、
若
見
有
負
裝
槖
行
者
、

急
持
㦸
趨
刼
之
、
得
脱
去
、
自
翳
灌
若　

中
、
盜
去
、
行
失
道
過
澤
畔
、
則
先

所
棄
兒
乃
在
、
弗
怖
弗
啼
也
、
亟
腹
以
去
、
兵
退
、
尋
夫
尸
得
焉
、
而
家
燬
、

僦
宇
舍
以
居
、
婦
姑
相
為
命
、
時
徐
年
甫
三
十
耳
、
或
説
其
再
適
、
則
指
兒
泣
曰
、

林
氏
數
十
世
、
惟
姑
及
兒
、
吾
何
忍
棄
之
、
兒
幼
多
病
、
母
大
母
日
夜
保
護
、

稍
長
刻
意
為
學
、
郷
先
生
潘
架
閣
弼
、
以
女
妻
之
、
荊
釵
練
裳
、
提
甕
出
汲
、

忘
其
家
之
富
盛
也
、
奉
二
母
孝
、
徐
晩
有
疾
不
能
行
、
潘
晝
夜
扶
掖
、
疾
革
、

刲
股
肉
雜
淖
糜
以
進
、
夫
定
老
舉
進
士
、
為
秘
書
丞
、
得
贈
父
母
如
其
官
、
則

前
所
棄
兒
也
、
子
孫
多
舉
進
士
、
至
大
官
、
皆
三
孝
之
遺
蔭
云
。

　

両
者
に
共
通
す
る
大
意
と
し
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
訳
し
た
。

　

周
氏
は
、
夫
の
林
侑
の
死
後
で
も
、
一
貫
し
て
姑
に
孝
行
を
尽
く
し
た
。
嫁

の
徐
氏
も
同
じ
く
周
氏
に
孝
行
を
尽
く
し
た
。
兵
乱
で
盗
人
が
襲
来
し
た
時
に
、

徐
氏
の
夫
が
そ
の
息
子
の
定
老
を
沢
の
中
に
隠
し
て
逃
げ
た
が
、
途
中
で
死
ん

だ
。
東
山
に
隠
し
た
周
氏
と
徐
氏
は
そ
の
こ
と
を
知
り
、
探
し
に
行
っ
た
時
、

盗
人
に
遭
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
周
氏
は
神
明
に
黙
祷
し
て
、
そ
の
ご
加
護
で
逃

げ
出
し
た
。
さ
ら
に
、隠
さ
れ
て
い
た
定
老
と
徐
氏
の
夫
の
死
体
が
見
つ
か
っ
た
。

大
き
く
な
っ
た
定
老
は
学
業
に
専
心
し
た
。
そ
の
先
生
が
自
分
の
娘
の
潘
氏
と

結
婚
さ
せ
た
。
潘
氏
も
ま
た
同
じ
く
周
氏
と
徐
氏
に
孝
行
を
尽
く
し
た
。
定
老

は
そ
の
後
、
進
士
に
合
格
し
、
秘
書
丞
と
い
う
官
位
に
つ
い
た
。
そ
の
子
々
孫
々

が
ほ
と
ん
ど
進
士
に
合
格
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
、
三
婦
人
の
孝
行
の
恩
恵
だ
。

　

両
者
が
相
異
な
る
点
は
以
下
の
よ
う
に
、
主
に
十
五
箇
所
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
（
ａ
）
周
氏
の
人
柄
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
知
書
奉
道
」
と
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、「
鑑
草
」
で
は
「
女
な
れ
ど
も
聖
人
の
書
に
通
じ
儒
道
を
信

仰
し
て
行
ひ
正
し
か
り
け
り
」
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
藤
樹
は
「
女
で
あ
り
な

が
ら
も
」
を
強
調
す
る
上
、「
知
」
を
「
通
じ
」、「
書
」
を
「
聖
人
の
書
」、「
奉
」

を
「
信
仰
」、「
道
」
を
「
儒
道
」
と
し
、
さ
ら
に
林
侑
の
妻
の
周
氏
が
「
行
ひ

正
し
か
り
け
り
」
で
あ
る
故
に
、「
か
る
が
ゆ
へ
に
姑
に
き
は
め
て
孝
行
の
誠
を

つ
く
せ
り
」
と
追
伸
し
て
補
足
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
婦
の
容
儀
才
徳
の
よ

く
そ
な
は
ら
ん
事
を
ね
が
へ
り
」
と
い
う
藤
樹
の
気
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
（
ｂ
）
周
氏
が
主
人
に
先
立
た
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
夫
卒
、

奉
姑
謹
」
と
簡
潔
に
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
「
林
侑
母
に
さ
き
だ
ち
む

な
し
く
成
ぬ
れ
共
、
夫
の
在
し
時
よ
り
も
猶
姑
に
孝
行
の
誠
を
つ
く
し
」
と
さ

れ
た
。

　
（
ｃ
）
説
話
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
宋
季
亂
」
と
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
た
だ
「
天
下
乱
れ
た
り
」
と
さ
れ
た
。

　
（
ｄ
）
定
老
を
沢
の
中
に
隠
し
て
逃
げ
た
林
氏
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
走

死
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
「
盜
を
ふ
せ
ぎ
て
う
た
れ
に
け
り
」
と

さ
れ
た
。
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（
ｅ
）
東
山
に
隠
し
た
周
氏
と
徐
氏
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
聞
變
」

し
て
か
ら
、
林
氏
と
定
老
を
探
し
に
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
鑑
草
」
で
は
、

周
氏
と
徐
氏
は
「
林
氏
が
討
れ
た
る
を
も
し
ら
ず
」
の
に
、「
林
氏
定
老
を
尋
ね

け
る
」
と
さ
れ
た
。

　
（
ｆ
）
周
氏
と
徐
氏
は
盗
人
に
迫
ら
れ
た
時
に
、『
廸
吉
録
』
で
は
た
だ
「
姑

婦
相
持
哭
曰
、願
同
歸
九
泉
、不
相
離
苟
生
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
、

盗
人
は
そ
の
場
面
を
見
て
、「
盜
も
さ
う
な
く
よ
り
つ
か
ざ
れ
ど
も
、
つ
ゐ
に
の

が
れ
べ
く
も
見
え
ざ
り
し
」
と
さ
ら
に
補
足
さ
れ
た
。

　
（
ｇ
）
周
氏
が
神
明
に
黙
祷
し
て
、
そ
の
ご
加
護
で
逃
げ
出
し
た
経
緯
に
つ
い

て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
寇
忽
目
眩
、
若
見
有
負
裝
槖
行
者
、
急
持
㦸
趨
刼
之
」

と
相
当
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
鑑
草
」
で
は
「
神
明
の
た
す
け

に
よ
つ
て
、
た
れ
と
も
し
ら
ず
盜
を
お
ひ
ち
ら
し
て
、
難
な
く
の
が
れ
て
け
り
」

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
周
氏
と
徐
氏
が
「
負
裝
槖
行
者
、
急
持
㦸
趨
刼
之
」
の
隙

間
に
乗
っ
て
、「
盜
去
」
ま
で
「
自
翳
灌
若

中
」
と
い
う
描
写
は
「
鑑
草
」
に

採
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
本
心
の
孝
徳
佛
性
を
明
ら
か
に
す

べ
し
」
と
い
う
藤
樹
の
意
図
が
潜
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

　
（
ｈ
）
隠
さ
れ
た
定
老
が
見
つ
か
っ
た
時
に
、『
廸
吉
録
』
で
は
定
老
の
こ
と

を
「
弗
怖
弗
啼
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
「
一
と
せ
に
も
た
ら
ぬ
赤

子
と
い
ひ
、
盜
賊
兵
乱
の
中
と
い
ひ
、
人
遠
く
虎
お
ほ
か
み
の
往
來
す
る
野
原

澤
と
い
ひ
、
安
穩
に
あ
る
べ
き
事
な
ら
ね
ど
も
、
周
氏
徐
氏
の
孝
行
天
を
う
ご

か
し
、
神
明
の
加
護
に
や
有
け
ん
、
い
か
に
も
つ
ゝ
が
な
く
泣
事
も
な
く
母
に

い
だ
か
れ
た
る
ご
と
く
に
て
ぞ
有
け
る
」
と
詳
し
く
補
足
さ
れ
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
定
老
が
怖
が
り
も
せ
ず
怪
我
も
な
く
生
き
て
見
つ
か
っ
た
の
は
周
氏

徐
氏
の
孝
行
が
天
を
動
か
し
、
神
明
の
ご
加
護
を
被
っ
た
か
ら
だ
と
藤
樹
は
強

調
し
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
ｉ
）
林
氏
の
死
体
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
尋
夫
尸
得
焉
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
「
林
氏
が
尸
を
も
尋
ね
出
し
て
」
の
み
な
ら
ず
、
さ

ら
に
「
よ
く
葬
り
ぬ
」
と
さ
れ
た
。

　
（
ｊ
）
周
氏
と
徐
氏
は
兵
乱
に
遭
わ
れ
た
家
に
帰
っ
た
後
に
、「
家
燬
、
僦
宇

舍
以
居
」
と
『
廸
吉
録
』
で
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
た
だ
「
家
に
帰
り
」

と
簡
略
に
書
か
れ
た
。
し
か
し
、「
家
燬
、
僦
宇
舍
以
居
」
と
い
う
境
地
に
立
た

さ
れ
た
周
氏
と
徐
氏
の
「
婦
姑
相
為
命
」
に
対
し
て
、「
鑑
草
」
で
は
「
周
氏
徐

氏
さ
び
し
き
日
を
送
り
な
が
ら
、
徐
氏
き
は
め
て
孝
行
な
り
け
れ
ば
、
互
に
あ

ひ
慰
み
て
世
事
の
な
や
み
を
忘
れ
け
り
」
と
情
け
深
く
記
さ
れ
た
。
そ
れ
も
、「
後

来
の
情
識
と
け
、
本
来
の
慈
心
明
に
な
り
て
」、「
物
我
の
隔
心
う
ち
と
け
」
る

と
い
う
「
家
内
和
睦
」
を
藤
樹
は
伝
え
た
い
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

　
（
ｋ
）
徐
氏
の
縁
談
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
、「
年
甫
三
十
耳
」
の
徐
氏

は
「
或
説
其
再
適
」
と
縁
談
を
勧
め
ら
れ
た
時
に
、「
則
指
兒
泣
曰
、林
氏
數
十
世
、

惟
姑
及
兒
、
吾
何
忍
棄
之
」
と
理
由
を
訴
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
鑑
草
」
で
は
、

「
い
か
な
る
え
ん
に
も
と
な
か
だ
ち
す
る
人
も
お
ほ
く
あ
り
け
れ
ど
も
、
き
ゝ
も

い
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
に
周
氏
に
孝
を
ぞ
つ
く
し
け
る
」
と
さ
れ
た
。

　
（
ｌ
）
潘
氏
の
父
親
の
身
分
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
郷
先
生
潘
架
閣
弼
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
た
だ
「
潘
架
と
い
ふ
人
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

潘
架
の
「
以
女
妻
之
」
と
い
う
行
為
に
対
し
て
、「
鑑
草
」
で
は
「
そ
の
ま
づ
し
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き
を
き
ら
は
ず
」
と
加
筆
さ
れ
た
。

　
（
ｍ
）
定
老
が
学
業
に
専
念
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
稍
長

刻
意
為
學
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
鑑
草
」
で
は
「
學
問
を
は
げ
ま
し
」

の
み
な
ら
ず
、「
才
德
す
ぐ
れ
け
れ
ば
」
と
さ
れ
た
。

　
（
ｎ
）
潘
氏
の
孝
行
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
荊
釵
練
裳
、
提
甕
出
汲
」

と
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
「
衣
裳
身
の
つ
く
ろ
ひ
ま
で
定
老

が
家
の
さ
ま
に
と
り
か
へ
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
徐
氏
は
「
疾
革
」
と
い
う
病

気
で
危
篤
に
陥
っ
た
時
に
、
潘
氏
は
「
刲
股
肉
雜
淖
糜
以
進
」
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、「
鑑
草
」
で
は
、「
刲
股
肉
雜
淖
糜
以
進
」
は
採
録
さ
れ
ず
、
そ
の
代
わ

り
に
「
慈
母
の
赤
子
を
そ
だ
つ
る
に
こ
と
な
ら
ず
」
と
さ
れ
た
。

　
（
ｏ
）『
廸
吉
録
』
で
は
、一
部
の
説
話
に
だ
け
論
評
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

藤
樹
は
「
鑑
草
」
で
、
説
話
毎
に
論
評
を
つ
け
た
の
み
な
ら
ず
、
巻
毎
に
総
評

も
つ
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
無
論
、
こ
の
「
林
侑
の
妻
周
氏
其
の
嫁
の
徐
氏
其

の
孫
嫁
潘
氏
の
事
」
も
例
外
で
は
な
い
。
茂
猷
は
論
評
を
つ
け
て
い
な
い
が
、

一
方
、
藤
樹
は
前
述
の
よ
う
に
論
評
を
つ
け
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
周
氏
の
人
柄
や
、
徐
氏
と
兵
乱
に
遭
い
家
に
帰
っ
た
後
の

光
景
に
つ
い
て
藤
樹
の
増
訳
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
説
話
の
時
代
背
景
や
定
老

の
励
学
に
つ
い
て
、
略
訳
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い
よ
う
に
、
原
文
の
言
葉
を
変
え
る
な
ど
の
変
容
も
見
ら
れ
る
。
藤
樹
の
訳

文
に
つ
い
て
、「
巧
妙
で
些
の
難
渋
を
感
ぜ
し
め
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
よ
く
日

本
の
事
情
に
適
し
、
又
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
即
し
て
原
文
の
真
意
を
発
揮

し
て
い
て
、
局
部
に
拘
泥
す
る
も
の
の
到
底
及
ぶ
べ
き
で
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
い
う
論
評
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
「
大
局
高
処
か
ら
物
事
を
把
握
す
る
藤
樹

の
高
明
の
態
度
」
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

具
体
的
に
は
、「
林
婦
三
孝
相
承
子
孫
世
貴
」
と
い
う
原
文
に
対
し
て
、「
林

侑
の
妻
周
氏
其
の
嫁
の
徐
氏
其
の
孫
嫁
潘
氏
の
事
」
に
お
い
て
、
特
に
相
違
箇

所
の
（
ａ
）、（
ｇ
）、（
ｈ
）、（
ｊ
）、（
ｏ
）
か
ら
藤
樹
の
い
わ
ゆ
る
「
借
用
」

の
態
度
が
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
林
家
と
い
う
福
分
の
薄
い
家
で
も
、
舅
姑

に
孝
行
の
誠
を
尽
く
せ
ば
、
禍
を
福
へ
と
転
じ
嫁
や
孫
嫁
の
孝
行
を
招
く
こ
と

が
で
き
、
ま
た
三
婦
人
の
孝
行
の
余
慶
に
よ
っ
て
、
林
家
は
定
老
の
代
ま
で
栄

え
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
子
々
孫
々
が
め
で
た
く
幸
福
に
恵
ま
れ
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
孝
行
の
功
徳
無
量
に
し
て
上
も
な
く
外
も
な
き
事

を
よ
く
わ
き
ま
へ
、（
中
略
）
孝
行
を
つ
と
め
は
げ
む
べ
し
」
と
い
う
藤
樹
の
主

張
が
う
か
が
え
る
。
以
下
は
藤
樹
の
「
借
用
」
態
度
が
あ
き
ら
か
に
現
れ
て
い

る
相
違
箇
所
の
み
に
焦
点
を
当
て
検
討
し
て
い
く
。

第
二
組

「
鑑
草
」：
朱
買
臣
の
妻
そ
の
家
の
貧
を
厭
い
他
家
へ
嫁
い
だ
後
に
、
買
臣
出
世

し
、
自
ら
恥
じ
て
死
し
た
事（

（2
（

　

漢
武
帝
の
時
朱
買
臣
の
い
ふ
人
有
。
わ
か
き
時
こ
と
の
ほ
か
貧
し
く
し
て
、

朝
夕
も
つ
ゞ
き
か
ね
け
れ
ど
も
、
常
に
讀
書
を
好
み
、
其
ま
づ
し
き
事
を
も
く

る
し
ま
ず
、
み
づ
か
ら
薪
を
こ
り
て
、
市
に
出
て
代
が
へ
、
一
日
の
糧
た
に
ま

う
け
ぬ
れ
ば
、
さ
し
て
す
ぎ
は
ひ
の
い
と
な
み
に
も
心
を
い
れ
ず
、
書
を
よ
み

詩
を
う
た
ひ
て
う
か
う
か
と
暮
し
け
れ
ば
、
其
妻
貧
し
き
事
を
い
と
ひ
、
又
は
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朱
買
臣
が
す
ぎ
は
ひ
を
つ
と
め
ざ
る
事
を
心
得
ず
思
ひ
け
れ
ば
、
常
々
さ
や
う

に
い
た
づ
ら
に
日
を
送
り
給
は
ん
は
勿
躰
な
き
事
な
り
な
ど
ゝ
し
ゐ
て
い
さ
め

け
れ
共
、
朱
買
臣
聞
も
人
ざ
り
け
り
。
或
時
妻
朱
買
臣
に
い
ひ
け
る
は
、
か
や

う
に
淺
ま
し
き
躰
に
て
一
期
を
す
ご
さ
ん
こ
と
は
、
人
目
も
恥
か
し
け
れ
ば
、

哀
い
と
ま
を
た
ま
は
れ
か
し
、
と
く
ど
き
け
れ
ば
、
買
臣
や
う
や
う
に
い
ひ
な

ぐ
さ
め
留
め
け
れ
共
、
次
第
に
口
こ
は
く
成
て
、
是
非
共
に
と
し
ゐ
て
い
と
ま

を
こ
ひ
か
れ
ば
、
了
簡
に
及
ば
ず
し
て
い
と
ま
を
出
し
て
け
り
。
其
つ
ま
程
な

く
或
奉
公
人
の
か
た
へ
と
つ
ぎ
て
ゆ
た
か
に
日
を
送
り
け
る
が
、
折
ゝ
は
買
臣

が
方
へ
食
物
な
ど
を
を
く
り
て
け
り
。
年
經
て
の
ち
嚴
助
と
い
へ
る
人
の
と
り

も
ち
に
よ
つ
て
、
買
臣
會
稽
の
太
守
と
な
り
ぬ
。
そ
の
時
か
の
妻
夫
婦
を
よ
び

よ
せ
て
、
我
や
し
き
の
と
な
り
に
お
き
、
金
銀
知
行
を
と
ら
せ
、
か
た
の
ご
と

く
ね
ん
ご
ろ
に
は
ご
く
み
け
る
。
そ
の
つ
ま
買
臣
が
め
で
た
く
さ
か
へ
ぬ
る
躰

を
日
ゝ
に
見
き
く
に
よ
つ
て
、
こ
し
か
た
の
く
や
し
さ
、
今
の
う
ら
や
ま
し
さ
、

日
に
そ
ひ
月
に
ま
し
て
む
ね
ふ
さ
が
り
、
こ
ゝ
ろ
み
だ
れ
て
、
終
に
く
び
れ
て

む
な
し
く
な
り
に
け
り
。

　

人
間
は
義
理
を
も
て
命
の
根
と
し
、
福
ひ
の
種
と
し
、
一
生
の
樂
み
と
す
る

も
の
な
れ
ば
、
ま
づ
し
く
い
や
し
き
こ
と
は
恥
る
こ
と
ろ
に
あ
ら
ず
、
く
る
し

ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
か
り
そ
め
に
も
不
義
無
道
の
事
は
は
づ
か
し
き
事
に
し

て
、
身
を
う
し
な
ひ
禍
を
ま
ね
く
本
な
れ
ば
、
恐
れ
て
の
ぞ
き
さ
る
べ
き
こ
と

な
り
。
さ
れ
ば
買
臣
か
つ
ま
は
貧
乏
の
恥
な
る
事
を
知
て
、
あ
ら
た
め
帰
ぐ
の

は
ぢ
、
は
な
は
だ
お
ほ
ひ
な
る
こ
と
を
わ
き
ま
へ
ず
。
故
に
貧
賤
を
は
づ
る
惡

心
に
て
不
義
を
行
ひ
ぬ
れ
ば
、
又
貧
賤
を
は
づ
る
惡
心
に
て
先
非
を
悔
な
げ
き
、

く
び
れ
て
う
せ
ぬ
。
ま
こ
と
に
善
惡
の
む
く
ひ
、
ひ
ゞ
き
の
こ
ゑ
に
應
ず
る
が

こ
と
く
、
妙
な
る
た
め
し
な
る
べ
し
。

『
廸
吉
録
』：
朱
買
臣
の
妻
棄
夫
而
夫
貴
身
恨
死（

（2
（

　
　

買
臣
、
漢
武
時
人
、
窮
讀
自
放
、
不
拘
細
行
、
自
知
四
十
必
貴
、
負
薪
於
市
、

嘯
歌
竟
日
、
妻
勸
其
無
復
狂
歌
、
乃
益
甚
、
因
羞
而
求
改
適
、
買
臣
畱
之
不
可
、

乃
改
嫁
一
吏
胥
、
頗
温
飽
、
亦
時
顧
藉
買
臣
以
食
予
之
、
未
幾
、
買
臣
以
嚴
助
薦
、

得
會
稽
太
守
、
呼
其
棄
妻
并
夫
、
以
鄰
居
畀
之
、

給
焉
、
妻
自
傷
失
身
莫
贖
、

見
冠
盖
車
騎
、
殆
不
可
忍
、
毒
恨
而
死
。

　
　

按
買
臣
之
妻
非
有
失
行
、
特
羞
貧
耳
、
然
諫
之
是
也
、
求
改
適
、
則
非
也
、

以
身
事
二
姓
、
雖
有
故
人
意
、
曷
贖
哉
、
今
世
之
薄
其
夫
者
、
得
無
甚
乎
。

　

朱
買
臣
の
妻
を
め
ぐ
っ
て
の
説
話
内
容
と
し
て
、「
鑑
草
」
は
ほ
ぼ
『
廸
吉
録
』

の
原
文
を
忠
実
に
再
現
し
、
両
者
に
は
大
き
な
差
異
が
な
い
と
比
較
に
よ
っ
て

う
か
が
わ
れ
、
そ
の
共
通
し
て
い
る
大
意
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

朱
買
臣
は
貧
し
い
こ
と
を
苦
し
い
と
思
わ
ず
、
書
物
を
読
み
、
詩
を
作
り
、

ぼ
ん
や
り
と
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
妻
は
、
こ
の
ま
ま
人
目
に
恥
ず
か
し
い
貧

乏
生
活
を
送
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
買
臣
に
諫
め
た
。
さ
ら
に
、
買
臣
に
暇

を
乞
い
、
あ
る
奉
公
人
の
も
と
へ
嫁
い
だ
。
再
嫁
し
た
妻
は
、
衣
食
住
の
心
配

を
せ
ず
生
活
し
な
が
ら
、
時
々
買
臣
に
食
べ
物
な
ど
を
贈
っ
て
き
た
。
数
年
後
、

買
臣
は
會
稽
の
太
守
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
買
臣
は
、
そ
の
元
妻
夫
婦
を
呼
び

寄
せ
て
自
分
の
屋
敷
の
隣
に
置
き
、
親
切
丁
寧
に
心
を
込
め
て
面
倒
を
見
た
。

そ
の
妻
は
、
買
臣
が
め
で
た
く
繁
栄
し
て
い
る
よ
う
す
を
毎
日
見
聞
き
す
る
に
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つ
れ
て
、
過
去
の
悔
し
さ
や
現
在
の
羨
ま
し
さ
が
ま
す
ま
す
募
り
、
気
が
滅
入

り
心
を
乱
さ
れ
、
と
う
と
う
首
を
く
く
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
茂
猷
と
藤
樹
の
論
評
に
は
、
不
一
致
も
見
ら
れ
る
。

　

茂
猷
は
、
朱
買
臣
の
妻
の
「
羞
貧
」
に
よ
る
「
諫
之
」
は
「
是
也
」
と
肯
定

す
る
も
の
の
、「
求
改
適
」
は
「
非
也
」
と
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、「
以
身
事

二
姓
」
の
行
為
は
「
有
故
人
意
」
と
し
て
も
「
曷
贖
哉
」
と
い
う
反
問
を
設
け
て
、

「
今
世
之
薄
其
夫
者
、
得
無
甚
乎
」
と
事
実
そ
の
も
の
に
つ
い
て
評
し
て
い
る
。

　

一
方
、藤
樹
は
朱
買
臣
の
妻
の
「
羞
貧
」
も
「
求
改
適
」
も
「
不
義
無
道
の
事
」

と
評
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
義
理
を
も
て
命
の
根
と
し
、
福
ひ
の
種
と
し
、
一
生

の
樂
み
と
す
る
」
こ
と
か
ら
、
藤
樹
は
、「
不
義
無
道
の
事
」
こ
そ
「
恐
れ
て
の

ぞ
き
さ
る
べ
き
こ
と
な
り
」
と
自
ら
の
主
張
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
朱
買

臣
の
妻
は
「
貧
乏
の
恥
な
る
事
」
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
、「
あ
ら
た
め
帰
ぐ

の
は
ぢ
」
は
「
は
な
は
だ
お
ほ
ひ
な
る
こ
と
」
と
わ
き
ま
え
て
い
な
い
が
た
め
に
、

「
羞
貧
」
の
悪
心
よ
り
「
不
義
無
道
の
事
」
を
行
い
、つ
い
に
「
先
非
を
悔
な
げ
き
、

く
び
れ
て
う
せ
ぬ
」
と
い
う
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
買
臣
の
妻
は
貧
乏
の
恥
よ
り
、
貧
乏
そ
の
も
の
を
恥
だ
と
思
っ
て

買
臣
と
別
れ
再
婚
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
も
っ
と
大
き
な
恥
だ
と
い
う
こ
と
を
わ

き
ま
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、貧
賤
を
恥
じ
る
悪
心
か
ら
不
義
を
行
っ
て
、

ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
過
去
の
過
ち
を
悔
や
ん
で
嘆
き
、
首
を
く
く
っ
て
死
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
茂
猷
の
説
話
の
扱
い
と
比
べ
る
と
、
藤
樹
は
守
節
背
夫

之
報
と
い
う
題
目
を
意
識
し
な
が
ら
、
買
臣
の
妻
の
ふ
る
ま
い
と
関
連
付
け
て
、

義
理
不
義
の
角
度
か
ら
問
題
を
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
善
因
善
果
悪
因
悪
果

と
い
う
応
報
観
念
か
ら
も
こ
の
例
話
を
書
き
直
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

第
三
組

「
鑑
草
」：
嵩
陽
の
杜
昌
の
妻
が
両
奴
婢
を
虐
待
し
た
事（

（2
（

　

崇
陽
の
杜
昌
が
妻
の
柳
氏
は
、
ね
た
み
ふ
か
き
女
な
り
け
り
。
杜
氏
が
家
に

金
荊
と
云
か
ひ
女
あ
り
し
が
、
あ
る
時
杜
昌
か
み
を
あ
ら
ひ
、
人
な
き
と
こ
ろ

に
て
金
荊
に
か
み
を
す
か
せ
け
る
を
、
柳
氏
見
つ
け
て
す
さ
ま
じ
く
い
か
り
け

る
が
、
あ
ま
り
に
腹
を
す
へ
か
ね
て
、
金
荊
が
両
手
の
指
を
一
つ
づ
ゝ
き
り
て

け
り
。
ほ
ど
な
く
あ
る
夕
暮
に
き
つ
ね
來
り
て
、
柳
氏
が
両
の
手
の
指
を
一
つ

づ
ゝ
く
ひ
き
り
て
、
そ
の
む
く
ひ
を
あ
ら
は
し
ぬ
。
そ
の
ゝ
ち
又
玉
蓮
と
て
、

こ
ゑ
よ
く
し
て
う
た
う
た
ふ
女
あ
り
。
杜
昌
こ
れ
を
よ
ろ
こ
ん
で
時
々
う
た
は

せ
て
き
ゝ
け
れ
ば
、
柳
氏
ね
た
く
思
ひ
、
あ
る
と
き
玉
蓮
を
と
た
へ
て
か
れ
が

舌
を
ぬ
き
い
だ
し
て
、
な
ん
ぢ
が
こ
の
舌
あ
れ
ば
こ
そ
、
杜
昌
も
よ
ろ
こ
ぶ
め

と
て
、
な
さ
け
な
く
も
ふ
つ
と
き
る
。
其
後
柳
氏
が
舌
に
か
さ
い
で
ゝ
い
た
み

た
ゞ
れ
け
り
。
色
々
に
療
治
し
け
れ
ど
も
終
に
し
る
し
な
く
、
す
で
に
き
れ
て

お
つ
べ
く
な
り
ぬ
。
み
づ
か
ら
婢
の
舌
を
き
る
む
く
ひ
な
る
事
を
覺
え
て
、
さ

る
有
驗
の
禪
師
の
許
に
ゆ
き
て
、
さ
ん
げ
し
、
い
の
り
し
て
た
ま
は
れ
と
ふ
か

く
た
の
み
け
れ
ば
、
禪
師
い
は
れ
け
る
は
、
夫
人
嫉
妬
の
心
ふ
か
く
し
て
、
前

か
ど
婢
の
指
を
き
り
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
す
で
に
き
つ
ね
來
て
そ
の
む
く
ひ
を
あ
ら

は
し
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
こ
り
ず
、
な
を
嫉
妬
の
虵
心
は
な
は
だ
し
く
、
又

婢
の
舌
を
き
り
た
ま
ひ
ぬ
。
此
わ
づ
ら
ひ
は
そ
の
む
く
ひ
な
れ
ば
、
舌
き
れ
て
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お
つ
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
神
明
は
慈
悲
ふ
か
く
ま
し
ま
せ
ば
、
あ
や
ま
ち
を
悔
、

善
に
う
つ
り
、
向
後
嫉
妬
の
虵
心
の
根
を
た
ち
す
て
ゝ
、
ひ
た
す
ら
に
不
嫉
の

慈
心
を
明
か
に
し
給
は
ゞ
、
萬
一
き
た
う
の
し
る
し
あ
る
べ
し
と
い
は
れ
け
れ

ば
、
柳
氏
か
な
し
く
思
ひ
、
五
躰
を
地
に
擲
つ
て
頂
禮
再
拜
し
て
、
至
心
に
あ

や
ま
ち
を
悔
、
善
心
を
發
し
て
ひ
と
へ
に
神
明
の
た
す
け
を
い
の
り
け
り
。
か

く
し
て
七
日
み
ち
て
、
又
禪
師
來
り
、
柳
氏
が
口
を
ひ
ら
か
せ
て
呪
し
け
れ
ば
、

一
尺
あ
ま
り
あ
る
蛇
二
す
ぢ
喉
の
な
か
よ
り
は
ひ
出
て
、
半
は
内
に
と
ゞ
ま
り

ぬ
。
禪
師
こ
ゑ
を
は
げ
ま
し
て
急
に
呪
し
け
れ
ば
、
く
だ
ん
の
蛇
地
に
お
ち
、

行
か
た
な
く
う
せ
て
、
舌
も
や
う
や
く
平
愈
し
ぬ
。
こ
れ
よ
り
深
く
こ
り
て
篤

く
神
明
を
信
じ
、
ね
た
め
る
心
毛
頭
な
く
、
慈
悲
深
く
ぞ
成
に
け
る
。

　

萬
物
み
な
一
心
の
變
化
な
れ
ば
、
一
念
の
住
す
る
と
こ
ろ
は
み
な
そ
の
形
を

生
ず
。
か
る
が
ゆ
へ
に
妬
毒
の
心
は
す
な
は
ぢ
虵
心
な
り
。
す
で
に
虵
心
あ
れ

ば
か
な
ら
ず
虵
道
に
入
な
り
。
さ
れ
ば
柳
氏
が
妬
毒
す
で
に
虵
道
に
入
て
、
虵

と
變
じ
腹
中
に
わ
だ
か
ま
り
ぬ
。
い
ま
天
ば
つ
に
お
ど
ろ
き
、を
し
へ
に
あ
ひ
て
、

あ
く
し
ん
を
ひ
る
が
へ
し
、
善
に
う
つ
る
誠
あ
る
ゆ
へ
に
、
そ
の
祈
に
よ
つ
て
、

臓
腑
に
か
く
れ
ゐ
た
る
毒
虵
あ
ら
は
れ
出
て
、
お
ち
う
せ
け
り
。
柳
氏
一
人
に

か
ぎ
ら
ず
、
妬
毒
の
虵
心
あ
る
人
に
は
か
な
ら
ず
臓
腑
に
毒
虵
わ
だ
か
ま
り
ぬ

れ
ど
も
、
凡
夫
の
あ
さ
ま
し
き
は
、
あ
ら
は
れ
ざ
れ
ば
し
る
事
あ
た
は
ず
し
て
、

あ
や
ま
ち
を
悔
、
善
に
う
つ
る
事
あ
た
は
ず
、
常
に
虵
道
の
く
る
し
み
を
ま
ぬ

か
れ
ず
、
な
が
く
無
比
の
た
の
し
び
を
う
し
な
ひ
、
又
當
來
に
か
は
な
ら
ず
毒

虵
の
せ
め
を
う
け
、
永
劫
に
も
う
か
ぶ
事
あ
た
は
ず
、
悔
る
共
甲
斐
あ
る
ま
じ
。

さ
れ
ば
柳
氏
が
む
く
ひ
に
あ
へ
る
は
不
幸
に
似
た
る
幸
な
る
べ
し
。
そ
れ
神
明

は
き
は
め
て
慈
悲
ふ
か
く
ま
し
ま
し
て
、
あ
や
ま
ち
を
く
ひ
、
善
に
う
つ
る
事

を
よ
ろ
こ
び
給
ふ
故
に
、
柳
氏
が
妬
毒
よ
の
つ
ね
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
非
を
悔
、

神
に
い
の
り
て
、
善
に
う
つ
り
ぬ
る
誠
あ
る
ゆ
へ
に
、
そ
の
禍
ひ
を
ま
ぬ
か
れ
ぬ
。

も
し
そ
の
心
、
善
に
う
つ
る
誠
な
く
ば
、
禪
師
の
い
の
り
、
そ
の
し
る
し
有
べ

か
ら
ず
。
こ
の
故
事
を
か
ゞ
み
て
よ
く
過
ち
を
改
め
、
善
に
う
つ
り
、
禍
ひ
を

轉
じ
て
福
ひ
と
な
す
べ
し
。

『
廸
吉
録
』：
杜
昌
妻
虐
兩
婢
身
受
毒
報（

（2
（

　
　

杜
昌
、
後
魏
末
嵩
陽
人
、
妻
柳
氏
、
甚
妬
、
有
婢
金
荊
、
昌
沐
、
令
理
髮
、

柳
氏
截
其
雙
指
、
無
何
、
柳
被
狐
刺
螫
、
指
雙
落
、
又
有
一
婢
名
玉
蓮
、
能
唱
歌
、

昌
愛
而
歎
其
善
、
柳
氏
又
截
其
舌
、
後
柳
氏
舌
瘡
潤
、
事
急
就
稠
師
懺
悔
、
禪

師
已
先
知
、
謂
柳
氏
曰
、
夫
人
為
妬
、
前
截
婢
指
、
己
失
指
、
又
截
婢
舌
、
今

又
合
斷
舌
、
悔
過
至
心
、
乃
可
以
免
、
柳
氏
頂
禮
求
哀
、
經
七
日
、
禪
師
大
張

口
呪
之
、
有
二
蛇
從
口
出
一
尺
以
上
、
急
呪
之
、
遂
落
地
、
舌
亦
平
復
、
自
是

不
復
妬
矣
。

　
　

旣
爾
毒
恨
、
便
是
蛇
心
、
旣
是
蛇
心
、
必
入
蛇
道
、
人
當
毒
惡
時
、
烏
知

蛇
人
肺
腑
乎
。

　

杜
昌
の
妻
が
嫉
妬
深
い
人
で
、
奴
婢
の
金
荊
と
玉
蓮
を
虐
待
し
た
と
い
う
説

話
の
概
要
か
ら
見
れ
ば
、『
廸
吉
録
』
と
「
鑑
草
」
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
お
り
、

共
通
し
て
い
る
大
意
は
以
下
で
あ
る
。

　

杜
昌
の
妻
の
柳
氏
は
嫉
妬
深
い
女
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
杜
昌
が
髪
を
洗
い
、

奴
婢
の
金
荊
に
髪
を
す
か
せ
て
い
た
の
を
柳
氏
が
見
つ
け
て
、
ひ
ど
く
怒
っ
て
、
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金
荊
の
指
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
経
っ
た
あ
る
日
、
キ
ツ
ネ
が
柳
氏
の
指

を
か
み
切
り
、
柳
氏
の
妬
毒
の
報
い
を
示
し
た
。
そ
の
後
ま
た
、
玉
蓮
と
い
う

歌
声
が
美
し
い
奴
婢
が
来
た
。
杜
昌
は
時
々
玉
蓮
に
歌
わ
せ
て
聞
い
て
い
た
。

柳
氏
は
妬
ま
し
く
思
い
、
玉
蓮
の
舌
を
抜
き
出
し
て
、
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
柳
氏
の
舌
に
で
き
も
の
が
で
き
て
、
痛
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
治

療
を
受
け
て
も
、
少
し
も
効
き
目
が
な
か
っ
た
の
で
、
柳
氏
は
こ
れ
が
妬
毒
の

報
い
だ
と
思
い
、
あ
る
霊
験
の
禅
師
に
懺
悔
し
、
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
終
に
柳

氏
は
、
禅
師
の
教
え
に
従
い
、
嫉
妬
心
の
全
く
な
い
、
慈
悲
深
い
人
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、「
鑑
草
」
に
お
い
て
、
以
下
の
箇
所
で
補
足
が
見
ら
れ
る
。

　
（
ａ
）
杜
昌
の
妻
と
有
驗
の
禪
師
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
夫
人
為
妬
」

と
あ
る
よ
う
に
、
杜
昌
の
妻
は
た
だ
一
度
だ
け
禅
師
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑

草
」
で
は
嫉
妬
が
原
因
で
あ
る
と
二
度
も
強
調
さ
れ
た
。
ま
ず
「
夫
人
嫉
妬
の

心
ふ
か
く
し
て
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後
文
で
は
「
そ
れ
に
も
こ
り
ず
、
な

を
嫉
妬
の
虵
心
は
な
は
だ
し
く
」
と
補
足
さ
れ
た
。
次
に
、
禅
師
の
開
示
に
つ

い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
悔
過
至
心
、乃
可
以
免
」
と
簡
潔
に
さ
れ
て
い
る
た
が
、

「
鑑
草
」
で
は
「
此
わ
づ
ら
ひ
は
そ
の
む
く
ひ
な
れ
ば
、
舌
き
れ
て
お
つ
べ
し
。

し
か
れ
ど
も
神
明
は
慈
悲
ふ
か
く
ま
し
ま
せ
ば
、
あ
や
ま
ち
を
悔
、
善
に
う
つ
り
、

向
後
嫉
妬
の
虵
心
の
根
を
た
ち
す
て
ゝ
、
ひ
た
す
ら
に
不
嫉
の
慈
心
を
明
か
に

し
給
は
ゞ
、
萬
一
き
た
う
の
し
る
し
あ
る
べ
し
と
い
は
れ
け
れ
ば
」
と
あ
る
よ

う
に
、
神
明
の
慈
悲
や
不
嫉
の
慈
心
が
強
調
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
柳
氏
の
「
頂

禮
求
哀
」
に
つ
い
て
、「
鑑
草
」
で
は
「
柳
氏
か
な
し
く
思
ひ
、
五
躰
を
地
に
擲

つ
て
頂
禮
再
拜
し
て
、
至
心
に
あ
や
ま
ち
を
悔
、
善
心
を
發
し
て
ひ
と
へ
に
神

明
の
た
す
け
を
い
の
り
け
り
」
と
柳
氏
の
懺
悔
や
改
心
ま
で
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　
（
ｂ
）
そ
れ
以
降
の
杜
昌
の
妻
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
自
是
不
復
妬
矣
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
「
こ
れ
よ
り
深
く
こ
り
て
篤
く
神
明
を
信
じ
、

ね
た
め
る
心
毛
頭
な
く
、
慈
悲
深
く
ぞ
成
に
け
る
」
と
再
度
、
神
明
の
慈
悲
が

強
調
さ
れ
た
。

　
（
ｃ
）
両
者
の
論
評
に
つ
い
て
、茂
猷
は
「
旣
爾
毒
恨
、便
是
蛇
心
、旣
是
蛇
心
、

必
入
蛇
道
、
人
當
毒
惡
時
、
烏
知
蛇
人
肺
腑
乎
」
と
、
妬
毒
と
蛇
心
と
蛇
道
の

関
係
を
示
し
世
の
人
に
勧
戒
し
た
。
藤
樹
は
、
論
評
の
は
じ
め
に
「
萬
物
み
な

一
心
の
變
化
な
れ
ば
、
一
念
の
住
す
る
と
こ
ろ
は
み
な
そ
の
形
を
生
ず
」
と
前

置
し
、
そ
の
た
め
「
妬
毒
の
心
は
す
な
は
ぢ
虵
心
な
り
。
す
で
に
虵
心
あ
れ
ば

か
な
ら
ず
虵
道
に
入
な
り
。
さ
れ
ば
柳
氏
が
妬
毒
す
で
に
虵
道
に
入
て
、
虵
と

變
じ
腹
中
に
わ
だ
か
ま
り
ぬ
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
柳
氏
の
事
を
た
だ
の
反

面
教
師
と
し
て
扱
わ
ず
、「
柳
氏
が
む
く
ひ
に
あ
へ
る
は
不
幸
に
似
た
る
幸
な
る

べ
し
」
と
主
張
し
、「
こ
の
故
事
を
か
ゞ
み
て
よ
く
過
ち
を
改
め
、
善
に
う
つ
り
、

禍
ひ
を
轉
じ
て
福
ひ
と
な
す
べ
し
」
と
人
々
に
希
望
を
与
え
た
。

　

杜
昌
の
妻
の
説
話
で
は
神
明
の
慈
悲
や
不
嫉
の
徳
が
何
度
も
強
調
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
過
ち
を
改
め
、
善
を
行
い
、
禍
を
転
じ
て
幸
福
に
な
れ
る
こ
と
を
強

調
す
る
の
み
な
ら
ず
、
懺
悔
に
誠
を
尽
せ
ば
、
慈
悲
深
い
神
明
も
感
動
し
、
そ

の
禍
を
免
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
天
を
動
か
す
孝
行
と
結
合
す
る
神
明
信
仰
を

藤
樹
は
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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第
四
組 

「
鑑
草
」：
王
季
の
后
が
胎
教
に
努
め
文
王
を
育
ん
だ
事（

（2
（

　

王
季
の
后
大
任
は
そ
の
御
こ
ゝ
ろ
端
一
誠
莊
に
し
て
慈
悲
ふ
か
く
お
は
し
ま

し
け
る
が
、
懷
姙
の
時
に
は
、
い
よ
い
よ
德
を
つ
ゝ
し
み
、
胎
教
を
よ
く
行
ひ

給
ふ
ゆ
へ
に
、
そ
の
御
子
文
王
聖
德
明
か
に
ま
し
ま
し
て
、
道
を
ひ
ろ
め
、
天

下
万
世
を
救
ひ
給
ふ
ゆ
へ
に
、
周
の
代
八
百
年
南
面
の
さ
い
は
ひ
を
造
り
出
し

給
ひ
て
、
王
季
大
任
も
ろ
と
も
に
王
者
の
孝
養
を
う
け
給
ひ
け
り
。

　

胎
教
と
は
胎
内
に
有
う
ち
の
を
し
へ
な
り
。
こ
の
時
の
お
し
へ
は
母
の
心
も

ち
と
身
の
行
ひ
に
あ
り
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
氣
あ
つ
ま
り
形
か
た
ま
る
始
め

な
る
故
に
、
物
に
あ
や
か
り
や
す
き
ゆ
へ
な
り
。
胎
教
の
心
も
ち
は
慈
悲
正
直

を
本
と
し
、
か
り
そ
め
に
も
邪
な
る
念
を
發
す
べ
か
ら
ず
。
食
物
を
も
よ
く
つ
ゝ

し
み
、
居
ず
ま
ゐ
身
の
は
た
ら
き
を
も
正
し
く
つ
ゝ
し
み
、
目
に
む
ざ
と
し
た

る
色
を
見
ず
、
耳
に
邪
な
る
聲
を
き
か
ず
、
古
へ
の
賢
人
君
子
の
行
迹
、
孝
悌

忠
信
の
故
事
を
記
せ
る
草
子
を
よ
み
、
或
は
物
語
を
き
く
べ
し
。
こ
れ
胎
教
の

大
槩
な
り
。
生
る
子
の
す
が
た
形
も
よ
く
智
惠
德
藝
も
す
ぐ
れ
な
ん
事
を
ね
が

ふ
は
、
母
ご
と
の
心
な
れ
ど
も
、
胎
教
に
よ
つ
て
、
子
の
容
儀
も
よ
く
智
惠
も

す
ぐ
る
ゝ
理
り
を
わ
き
ま
へ
ざ
る
ゆ
へ
に
、
胎
教
に
ち
か
ら
を
も
ち
ゐ
ず
。
さ

れ
ば
胎
教
は
子
に
を
し
ゆ
る
根
本
な
れ
ば
、
よ
く
戒
め
は
げ
ま
す
べ
き
こ
と
に

こ
そ
。

『
廸
吉
録
』：
文
母
胎
教
生
聖
子（

（3
（

　
　

太
任
者
、
文
王
之
母
、
摯
仲
氏
中
女
也
、
王
季
娶
為
妃
、
太
任
之
性
、
端

一
誠
莊
、
惟
德
之
行
、
及
其
有
娠
、
目
不
視
惡
色
、
耳
不
聽
滛
聲
、
口
不
出
傲
言
、

生
文
王
而
明
聖
、
太
任
教
之
、
以
一
而
識
百
、
遂
為
周
天
子
、
君
子
謂
太
任
為

能
胎
教
。

　
　

古
者
婦
人
姙
子
、
寢
不
側
、
坐
不
邊
、
立
不
蹕
、
不
食
邪
味
、
割
不
正
不
食
、

席
不
正
不
坐
、
目
不
視
于
邪
色
、
耳
不
聽
于
滛
聲
、
夜
則
令
瞽
誦
詩
、
道
正
事
、

如
此
、
則
生
子
形
容
端
正
、
才
德
必
過
人
矣
、
故
姙
子
之
時
、
必
慎
所
感
、
感

於
善
則
善
感
於
惡
則
惡
、
人
生
而
肖
萬
物
者
、
皆
其
母
感
於
物
、
故
形
音
肖
之
、

文
王
母
可
謂
知
肖
化
矣
。

　

二
つ
の
説
話
に
共
通
し
て
い
る
大
意
は
以
下
と
な
る
。

　

王
季
の
后
の
大
任
は
、
心
が
端
一
誠
壮
で
、
慈
悲
深
い
人
で
あ
っ
た
。
懐
妊

の
時
に
は
、
ま
す
ま
す
徳
を
慎
み
、
胎
教
を
よ
く
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の

子
供
の
文
王
は
、
王
者
の
孝
養
を
受
け
た
の
で
、
聖
徳
が
明
ら
か
で
、
道
を
広
め
、

天
下
万
世
を
救
っ
た
。
周
王
朝
は
八
百
年
の
長
い
間
、
国
を
安
定
さ
せ
治
め
る

幸
福
が
得
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
婦
人
は
母
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
子
が
五
体
満
足
で
、
知

恵
が
あ
り
、
徳
が
高
く
、
諸
芸
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
、
胎
教
を
子
育

て
の
根
本
と
認
識
し
、そ
こ
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

共
通
す
る
大
意
か
ら
「
鑑
草
」
は
『
廸
吉
録
』
の
原
文
の
精
髄
を
伝
え
て
い
る

と
言
え
る
。
し
か
し
、
論
評
の
部
分
に
は
両
者
の
相
違
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
論
評
と
し
て
、
茂
猷
は
「
生
子
形
容
端
正
、
才
德
必
過
人
矣
」
の
た

め
に
、「
古
者
婦
人
姙
子
、
寢
不
側
、
坐
不
邊
、
立
不
蹕
、
不
食
邪
味
、
割
不
正

不
食
、
席
不
正
不
坐
、
目
不
視
于
邪
色
、
耳
不
聽
于
滛
聲
、
夜
則
令
瞽
誦
詩
、
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道
正
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
婦
人
の
母
と
し
て
の
行
動
規
範
を
詳
細
に
列
挙
し

て
い
る
。
一
方
、
藤
樹
は
「
胎
教
の
大
槩
」
を
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
胎
教
と
は

何
か
に
つ
い
て
、「
胎
内
に
有
う
ち
の
を
し
へ
な
り
。
こ
の
時
の
お
し
へ
は
母
の

心
も
ち
と
身
の
行
ひ
に
あ
り
」
と
示
し
た
。
次
に
、「
氣
あ
つ
ま
り
形
か
た
ま
る

始
め
な
る
故
に
、
物
に
あ
や
か
り
や
す
き
ゆ
へ
な
り
。
胎
教
の
心
も
ち
は
慈
悲

正
直
を
本
と
し
、
か
り
そ
め
に
も
邪
な
る
念
を
發
す
べ
か
ら
ず
」
と
胎
教
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、「
食
物
を
も
よ
く
つ
ゝ
し
み
、
居
ず
ま
ゐ
身
の
は

た
ら
き
を
も
正
し
く
つ
ゝ
し
み
、
目
に
む
ざ
と
し
た
る
色
を
見
ず
、
耳
に
邪
な

る
聲
を
き
か
ず
、
古
へ
の
賢
人
君
子
の
行
迹
、
孝
悌
忠
信
の
故
事
を
記
せ
る
草

子
を
よ
み
、
或
は
物
語
を
き
く
べ
し
」
と
婦
人
の
母
と
し
て
の
行
動
規
範
を
示

し
た
。

　

こ
の
比
較
か
ら
、
藤
樹
は
説
話
本
文
を
簡
潔
化
し
た
も
の
の
、
論
評
の
部
分

で
は
か
な
り
加
筆
し
て
、
胎
教
の
重
要
性
を
説
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

胎
教
に
つ
い
て
、「
翁
問
答
」
で
は
、「
む
か
し
は
胎
教
と
て
、
胎
内
に
あ
る
あ

ひ
だ
に
も
母
徳
の
教
化
あ
り
。
い
ま
時
の
人
は
至
理
を
し
ら
ざ
る
ゆ
へ
に
、
お

さ
な
き
う
ち
に
は
を
し
へ
は
な
き
も
の
な
り
と
思
へ
り
。（
中
略
）
根
本
真
実
の

教
化
は
徳
教
な
り
。
く
ち
に
て
は
を
し
へ
ず
し
て
、
我
身
を
た
て
み
ち
を
お
こ

な
ひ
て
、
人
の
を
の
づ
か
ら
変
化
す
る
を
徳
教
と
い
ふ
」（

（3
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。

胎
児
に
対
す
る
母
の
徳
教
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、「
鑑
草
」
は
「
翁
問
答
」

に
て
主
張
さ
れ
て
い
る
胎
教
に
つ
い
て
の
見
解
と
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
窺
知

で
き
る
。

第
五
組

「
鑑
草
」：
秦
潤
夫
の
後
妻
が
先
妻
の
子
を
救
っ
た
事（

（3
（

　

秦
潤
夫
が
お
さ
な
づ
れ
、
男
子
一
人
を
も
ふ
け
で
む
な
し
く
成
る
。
そ
の
ゝ

ち
柴
氏
を
娶
て
后
妻
と
す
。
柴
氏
も
又
男
子
を
ま
う
く
。
い
く
ほ
ど
な
く
て
秦

潤
夫
大
病
を
う
け
、
身
ま
か
り
ぬ
。
そ
の
臨
終
の
時
、
妻
の
柴
氏
に
か
た
り
け

る
は
、
次
男
は
そ
の
方
の
實
子
な
れ
ば
、
た
の
む
に
及
ば
ず
、
宗
領
は
實
子
な

ら
ね
ば
、
と
り
わ
き
な
さ
け
を
た
の
む
と
、
い
と
深
く
云
を
き
ぬ
。
柴
氏
本
よ

り
慈
善
な
る
う
へ
に
、
亡
夫
に
約
し
た
る
事
な
れ
ば
、
わ
が
子
繼
子
の
差
別
な
く
、

一
味
に
い
つ
く
し
み
深
く
そ
だ
て
け
り
。
或
時
継
子
む
ほ
ん
人
に
く
み
し
て
と

ら
は
れ
と
成
、す
で
に
こ
ろ
さ
る
ば
き
に
究
り
ぬ
。
柴
氏
あ
ま
り
の
か
な
し
さ
に
、

せ
ん
か
た
な
く
や
思
ひ
け
ん
、
わ
が
子
を
つ
れ
て
奉
行
所
へ
い
で
ゝ
、
こ
の
も

の
を
兄
の
身
が
は
り
に
た
て
ゝ
、
兄
を
ば
ゆ
る
し
給
へ
、
兄
な
く
て
は
我
世
に

す
む
事
あ
た
は
ず
、
兄
を
こ
ろ
し
給
は
ゞ
罪
な
く
と
も
吾
を
も
も
ろ
と
も
に
こ

ろ
し
給
へ
と
、
ひ
た
す
ら
に
な
げ
き
け
れ
ど
も
、
聞
い
る
ゝ
人
も
な
し
。
と
ら

は
れ
た
る
継
子
こ
れ
を
聞
て
、
吾
こ
そ
罪
あ
り
て
角
は
成
ぬ
、
な
ん
ぞ
罪
も
な

き
弟
を
こ
ろ
し
給
は
ん
や
と
、
い
と
さ
だ
か
に
奉
行
所
へ
申
上
け
り
。
時
の
奉

行
こ
の
事
を
き
ゝ
て
、
い
か
樣
め
づ
ら
し
き
や
う
す
な
り
、
定
て
弟
は
継
子
に

兄
は
實
子
な
る
ゆ
へ
に
こ
そ
と
う
た
が
ひ
、
そ
の
里
の
人
に
た
づ
ね
ら
れ
け
れ

ば
、
里
人
こ
た
へ
け
る
は
、
兄
は
継
子
に
し
て
弟
は
實
子
な
り
。
こ
の
母
つ
ね

に
継
子
に
い
つ
く
し
み
ふ
か
ゝ
り
け
る
が
、
今
度
と
ら
へ
れ
と
な
り
し
を
聞
て

し
た
し
き
友
に
か
た
り
け
る
は
、
わ
が
實
子
か
く
な
る
を
す
て
お
き
た
ら
ん
は
、

亡
夫
の
う
ら
み
も
有
ま
じ
。
繼
子
の
角
な
る
を
す
て
お
き
な
ば
、
亡
夫
の
う
ら
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み
さ
こ
そ
と
思
へ
ば
、
夜
も
ね
ら
れ
ず
、
食
物
も
あ
ぢ
は
ひ
を
し
ら
ず
。
し
よ

せ
ん
弟
に
か
へ
ば
、
亡
夫
の
う
ら
み
も
な
く
、
わ
が
心
も
是
程
ま
で
は
く
る
し

か
る
ま
じ
と
っ
く
ど
き
け
る
と
承
る
と
、
委
く
夫
の
死
せ
る
時
の
事
ま
で
を
語

け
り
。
奉
行
是
を
聞
て
感
涙
を
な
が
し
、
角
有
難
き
繼
母
の
望
み
な
れ
ば
、
他

に
こ
と
な
る
べ
し
と
て
、
具
に
奏
聞
あ
り
け
れ
ば
、
天
子
も
勑
感
あ
つ
て
死
罪

を
ゆ
る
し
て
か
へ
し
た
ま
は
り
、
そ
の
ゝ
ち
勑
使
を
も
て
褒
美
を
く
だ
さ
れ
、

其
門
を
旌
し
世
の
鑑
み
な
し
給
へ
り
。

　

柴
氏
に
希
代
不
思
議
の
福
二
あ
り
。
國
賊
と
成
た
る
も
の
ゝ
死
罪
を
ゆ
る
さ

れ
ぬ
る
福
ひ
、
そ
の
一
な
り
。
ま
づ
し
き
寡
の
身
と
し
て
、
か
た
じ
け
な
く
も

勑
使
を
う
け
た
る
福
ひ
、
そ
の
二
な
り
。
柴
氏
慈
善
を
な
す
時
、
こ
の
福
ひ
を

も
と
む
る
心
あ
ら
ん
に
ゃ
。
た
ゞ
仁
性
の
惻
隱
く
ら
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
こ

れ
ま
こ
と
に
慈
善
は
百
福
の
源
な
る
に
よ
つ
て
、
響
の
聲
に
應
ず
る
ご
と
く
、

も
と
め
ざ
る
に
得
た
り
。
さ
れ
ば
殘
惡
の
繼
母
の
継
子
を
こ
ろ
せ
る
は
、
わ
が

子
の
福
ひ
を
も
と
め
ん
と
の
心
な
れ
ど
も
、
殘
惡
は
禍
ひ
の
根
な
る
に
よ
つ
て
、

か
な
ら
ず
わ
が
子
の
禍
ひ
も
と
め
ず
し
て
き
た
る
。
よ
く
よ
く
天
道
自
然
の
妙

理
を
わ
き
ま
ふ
べ
し
。

『
廸
吉
録
』：
柴
母
捨
己
子
蔭
前
子
而
光
寵（

（3
（

 

　
　

柴
母
、
晉
陵
秦
潤
夫
繼
室
也
、
柴
甫
生
子
、
而
潤
夫
死
、
以
前
妻
子
為
托
、

巳
而
家
日
落
、
柴
辛
勤
紡
績
、
撫
二
子
篤
恩
遣
就
學
、
至
正
中
、
盜
作
、
前
妻

子
没
於
賊
、
當
論
死
、
柴
引
己
子
求
代
、
不
許
、
子
亦
前
請
曰
、
從
賊
者
我
、

罪
何
可
加
兄
、
濱
死
不
易
言
、
吏
疑
次
子
非
柴
出
、
訊
他
因
知
之
、
乃
太
息
曰
、

婦
不
忘
夫
命
、
信
也
、
子
以
死
、
成
母
志
、
仁
也
、
上
其
事
、
免
之
、
旌
其
門
、

復
其
家
。

　
　

非
所
生
子
能
慈
、
則
感
恩
必
倍
、
且
前
人
冥
冥
中
、
以
子
為
命
、
有
不
保

祐
我
者
乎
、
毎
見
酷
虐
前
子
者
、
己
子
無
不
受
報
可
見
也
、
然
當
教
之
親
正
人
、

行
正
事
、
不
可
徒
務
寛
厚
姑
息
、
盖
與
善
人
居
、
自
然
知
親
當
孝
、
自
省
了
許

多
是
非
驕
恣
、
且
兄
弟
相
依
一
世
、
未
有
前
子
破
家
敗
行
、
而
己
子
能
晏
然
者
、

但
要
實
愛
之
心
、
信
於
丈
夫
及
子
、
則
異
同
之
際
自
無
事
矣
。

　

右
記
の
二
つ
の
説
話
に
共
通
す
る
大
意
は
以
下
と
な
る
。

　

秦
潤
夫
の
後
妻
の
柴
氏
は
憐
れ
み
深
い
人
で
あ
っ
た
。
秦
潤
夫
が
死
ん
だ
後

で
も
、
前
妻
が
残
し
た
子
と
実
子
と
区
別
な
く
一
様
に
慈
し
み
深
く
育
て
て
い

た
。
あ
る
時
、
継
子
が
謀
反
人
に
協
力
し
て
囚
わ
れ
の
身
と
な
り
、
死
刑
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
柴
氏
は
あ
ま
り
の
悲
し
さ
に
、
実
子
を
連
れ
て
奉
行
所

に
出
向
き
、
実
子
を
継
子
の
身
代
り
に
し
て
、
継
子
の
罪
を
許
し
て
も
ら
う
よ

う
に
申
し
上
げ
た
。
奉
行
所
は
こ
の
兄
弟
は
ど
ち
ら
が
実
子
な
の
か
と
疑
い
、

里
の
人
に
尋
ね
た
。
里
の
人
は
柴
氏
が
日
頃
よ
り
継
子
に
対
す
る
慈
し
み
深
さ

や
、亡
く
な
っ
た
夫
の
こ
と
を
詳
し
く
語
っ
た
。
奉
行
所
は
柴
氏
の
事
に
感
動
し
、

天
子
に
申
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
天
子
も
感
心
し
た
の
で
、
死
罪
を
許
し
、
継
子

を
帰
し
た
。
そ
の
後
、
柴
氏
を
褒
め
た
た
え
て
、
世
の
中
の
手
本
と
し
た
。

　

両
者
の
相
違
箇
所
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
（
ａ
）
潤
夫
が
な
く
な
る
前
に
、前
妻
の
子
を
後
妻
に
頼
む
こ
と
に
つ
い
て
、『
廸

吉
録
』
で
は
た
だ
「
以
前
妻
子
為
托
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
鑑
草
」
で

は
「
そ
の
臨
終
の
時
、
妻
の
柴
氏
に
か
た
り
け
る
は
、
次
男
は
そ
の
方
の
實
子
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な
れ
ば
、
た
の
む
に
及
ば
ず
、
宗
領
は
實
子
な
ら
ね
ば
、
と
り
わ
き
な
さ
け
を

た
の
む
と
、
い
と
深
く
云
を
き
ぬ
」
と
詳
し
く
書
か
れ
た
。
ま
た
、「
柴
氏
本
よ

り
慈
善
な
る
う
へ
に
、
亡
夫
に
約
し
た
る
事
な
れ
ば
、
わ
が
子
繼
子
の
差
別
な
く
、

一
味
に
い
つ
く
し
み
深
く
そ
だ
て
け
り
」
と
い
う
補
足
も
さ
れ
た
。

　
（
ｂ
）
継
子
が
捕
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』
で
は
「
柴
引
己
子
求
代
、

不
許
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
鑑
草
」
で
は
、「
わ
が
子
を
つ
れ
て
奉
行
所
へ
い
で
ゝ
、

こ
の
も
の
を
兄
の
身
が
は
り
に
た
て
ゝ
、
兄
を
ば
ゆ
る
し
給
へ
、
兄
な
く
て
は

我
世
に
す
む
事
あ
た
は
ず
、
兄
を
こ
ろ
し
給
は
ゞ
罪
な
く
と
も
吾
を
も
も
ろ
と

も
に
こ
ろ
し
給
へ
と
、
ひ
た
す
ら
に
な
げ
き
け
れ
ど
も
、
聞
い
る
ゝ
人
も
な
し
」

と
詳
し
く
柴
母
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
（
ｃ
）
奉
行
人
が
ど
ち
ら
が
実
子
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
廸
吉
録
』

で
は
「
吏
疑
次
子
非
柴
出
、訊
他
因
知
之
」
と
簡
潔
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
鑑

草
」
で
は
、「
時
の
奉
行
こ
の
事
を
き
ゝ
て
、
い
か
樣
め
づ
ら
し
き
や
う
す
な
り
、

定
て
弟
は
継
子
に
兄
は
實
子
な
る
ゆ
へ
に
こ
そ
と
う
た
が
ひ
、
そ
の
里
の
人
に

た
づ
ね
ら
れ
け
れ
ば
、
里
人
こ
た
へ
け
る
は
、
兄
は
継
子
に
し
て
弟
は
實
子
な
り
」

と
さ
れ
た
。
ま
た
、「
里
の
人
」
の
証
明
、
す
な
わ
ち
「
こ
の
母
つ
ね
に
継
子
に

い
つ
く
し
み
ふ
か
ゝ
り
け
る
が
、（
中
略
）
委
く
夫
の
死
せ
る
時
の
事
ま
で
を
語

け
り
」
も
補
足
さ
れ
た
。

　
（
ｄ
）
柴
母
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、藤
樹
は
ま
ず
、事
実
そ
の
も
の
を
論
じ
、

柴
母
の
二
つ
の
福
を
示
し
た
。
次
に
、「
仁
性
の
惻
隱
」
を
も
ち
「
慈
善
の
な
す
」

柴
母
の
説
話
か
ら
、「
慈
善
は
百
福
の
源
」、「
善
悪
は
禍
ひ
の
根
」
と
い
う
天
道

自
然
の
妙
理
を
掲
げ
た
。
一
方
、
茂
猷
は
、「
每
見
酷
虐
前
子
者
、
己
子
無
不
受

報
可
見
也
」「
未
有
前
子
破
家
敗
行
、
而
己
子
能
晏
然
者
」
と
い
う
否
定
的
な
句

式
を
取
っ
て
、
継
母
と
し
て
、「
實
愛
之
心
、
信
於
丈
夫
及
子
」、
そ
し
て
「
親

正
人
、
行
正
事
、
不
可
徒
務
寛
厚
姑
息
」
を
継
子
の
養
育
に
当
た
っ
て
す
べ
き

事
を
示
し
た
。

　

特
に
相
違
箇
所
（
ｃ
）
に
記
さ
れ
て
い
る
「
里
の
人
」
の
証
言
（
＝
藤
樹
の

補
足
）
に
注
目
さ
れ
た
い
。
藤
樹
は
、
よ
り
立
体
的
に
秦
潤
夫
の
後
妻
で
あ
る

柴
母
の
人
物
像
を
表
現
す
る
た
め
に
、
原
文
の
「
他
人
に
訊
く
（
訊
他
）」
を
さ

ら
に
展
開
さ
せ
、「
里
の
人
」
と
い
う
第
三
者
の
口
を
借
り
て
、
柴
母
を
た
た
え

た
と
同
時
に
、
女
性
読
者
に
戒
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
柴
母
が
亡
夫
に

信
を
守
り
、
継
子
を
大
切
に
育
て
、
仁
徳
佛
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
強
調

す
る
藤
樹
の
意
図
が
う
か
が
え
よ
う
。

第
六
組

「
鑑
草
」：
程
子
の
母
が
二
子
の
教
育
に
努
め
た
事（

（3
（

　

程
子
の
御
母
侯
氏
は
孝
順
の
德
崇
く
、
そ
の
ほ
ま
れ
か
く
れ
な
か
り
け
り
。

故
に
大
中
公
も
よ
の
つ
ね
の
妻
の
や
う
に
は
お
ぼ
し
め
さ
ず
、
礼
儀
い
と
お
ご

そ
か
に
う
や
ま
ひ
給
ひ
け
れ
ど
も
、
侯
氏
は
い
よ
い
よ
謙
り
て
す
こ
し
も
も
と

ら
せ
給
は
ず
。
わ
づ
か
の
事
を
も
か
な
ら
ず
大
中
公
の
仰
を
う
け
て
、
我
ま
ゝ

に
お
こ
な
は
せ
給
ふ
こ
と
ま
し
ま
さ
ず
。
家
を
お
さ
め
給
ふ
に
法
あ
り
て
は
げ

し
か
ら
ず
、
婢
妾
に
な
さ
け
有
て
、
た
と
ひ
つ
み
あ
る
も
む
ち
う
ち
さ
い
な
む

事
を
き
ら
ひ
た
ま
へ
り
。
御
子
た
ち
の
、
ゆ
へ
な
ふ
し
て
や
つ
こ
を
い
か
り
せ

め
給
ふ
こ
と
あ
れ
ば
、
運
命
の
厚
薄
に
よ
り
て
貴
き
い
や
し
き
か
は
り
有
と
い
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へ
ど
も
、
一
氣
同
体
の
人
な
れ
ば
、
理
不
盡
に
せ
め
さ
い
な
む
べ
き
理
な
し
、

心
な
ら
ず
の
あ
や
ま
ち
は
た
れ
も
あ
る
べ
き
事
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
ば
だ
め
ゆ

る
す
べ
し
、
な
ど
深
く
戒
め
給
ひ
ぬ
。
か
く
あ
る
ゆ
へ
に
家
內
み
な
和
睦
し
て
、

と
こ
と
は
に
春
風
和
氣
の
中
に
あ
る
が
ご
と
し
。
子
孫
に
を
し
へ
給
ふ
事
究
め

て
道
あ
り
て
、
御
子
た
ち
の
す
こ
し
も
あ
や
ま
ち
お
は
す
れ
ば
か
な
ら
ず
戒
め

と
が
め
給
ふ
。
も
し
大
ひ
な
る
あ
や
ま
ち
あ
れ
ば
、
大
中
公
へ
う
か
ゞ
ひ
て
ふ

か
く
戒
め
、
あ
ら
た
め
ざ
れ
ば
や
め
給
は
ず
。
常
ゞ
人
に
語
り
給
ふ
は
、
子
の

不
肖
な
る
は
か
な
ら
ず
母
た
る
人
の
、
姑
息
の
愛
に
お
ぼ
れ
て
そ
の
子
の
過
ち

を
戒
め
せ
む
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
あ
ま
づ
さ
へ
夫
に
も
お
ほ
ひ
か
く
し
て
し
ら

し
め
ざ
る
ゆ
へ
な
り
と
ぞ
仰
ら
れ
け
る
。
か
く
あ
る
故
に
、
御
子
明
道
、
伊
川
、

幼
少
の
時
よ
り
、
衣
服
飲
食
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
も
え
ら
び
給
ふ
と
こ
ろ
お
は

し
ま
さ
ず
、
よ
ろ
づ
人
に
す
ぐ
れ
て
ぞ
見
え
給
ひ
し
。
父
大
中
公
大
知
あ
き
ら

か
に
お
は
し
け
れ
ば
、
周
子
の
大
賢
を
見
そ
ろ
て
。
二
程
を
つ
か
は
し
て
心
學

を
う
け
し
め
給
ふ
。
二
程
父
の
命
に
し
た
が
ひ
周
子
を
師
と
し
て
學
ひ
、
遂
に

大
儒
と
な
り
、
道
學
を
い
ざ
な
ひ
明
ら
め
給
ひ
し
か
ば
、
萬
世
の
儒
宗
と
な
り
、

名
儒
お
ほ
く
そ
の
門
に
出
で
、
伯
爵
の
封
を
う
け
、
孔
廟
の
從
祀
に
あ
づ
か
り
、

父
母
も
無
窮
の
孝
養
を
う
け
、
後
世
に
い
た
る
ま
で
、
程
母
の
教
を
誦
賛
し
て
、

天
下
の
手
本
と
な
り
給
ひ
ぬ
。

　

二
程
の
う
ま
れ
つ
き
よ
の
つ
ね
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
幼
少
の
時
に
は
德
性

を
や
し
な
ふ
母
御
の
教
へ
な
く
、
成
人
の
時
に
至
て
父
大
中
公
道
德
の
師
を
え

ら
び
心
學
の
指
南
ま
し
ま
さ
ず
ば
、
そ
の
大
德
の
成
功
か
た
か
る
べ
し
。
さ
れ

ば
姑
息
に
お
ぼ
れ
ざ
る
教
へ
、
衣
服
飲
食
に
お
い
て
い
ら
び
な
き
を
し
へ
、
道

德
の
師
を
え
ら
び
て
明
德
を
明
ら
か
に
す
る
教
へ
、
い
づ
れ
も
有
難
を
し
へ
に

し
て
、
親
ご
と
の
の
つ
と
り
守
る
べ
き
と
こ
ろ
な
り
。
就
中
心
學
の
教
へ
肝
要

な
る
べ
し
。
大
中
公
の
道
德
の
師
を
え
ら
び
給
ふ
は
尋
常
の
人
よ
り
み
れ
ば
迂

濶
な
る
に
似
た
れ
ど
も
、
そ
の
子
名
高
く
富
貴
を
う
け
給
ふ
こ
と
利
祿
の
を
し

へ
に
越
た
る
こ
と
千
倍
せ
り
。
よ
く
弁
ふ
べ
き
こ
と
に
こ
そ
。
母
た
る
も
の
夫

の
み
じ
か
き
所
あ
し
き
事
な
ど
を
そ
の
子
に
語
り
き
か
せ
て
よ
ろ
こ
ぶ
も
の
、

問
に
有
。
こ
れ
は
正
し
く
そ
の
子
に
不
孝
を
お
し
ゆ
る
な
り
。
い
か
ん
と
な
れ

ば
子
の
不
孝
は
か
な
ら
ず
親
の
不
是
な
る
所
を
見
る
よ
り
お
こ
れ
り
。
程
母
の

謙
順
に
し
て
わ
づ
か
の
事
を
も
う
か
ゞ
ひ
給
ひ
ぬ
る
ば
、
子
に
孝
を
お
し
ゆ
る

の
本
な
り
。
誰
も
母
た
る
人
心
得
べ
き
事
也
。

「
鑑
草
」：
程
氏
の
母
が
孝
順
、
仁
慈
で
あ
っ
た
事（

（3
（

　

程
子
の
母
公
侯
氏
、
孝
順
の
徳
ま
め
や
か
に
し
て
、
家
を
治
む
る
に
法
あ
り
。

寛
仁
を
本
と
し
て
、
何
事
に
つ
い
て
も
は
げ
し
く
せ
は
し
か
ら
ず
。
奴
と
が
あ

り
て
も
む
ち
う
つ
こ
と
を
き
ら
ひ
、
少
ゝ
の
こ
と
を
ば
の
ど
や
か
に
を
し
へ
い

ま
し
め
て
、
は
け
し
く
い
か
れ
る
こ
と
な
し
。
こ
れ
に
よ
つ
て
そ
の
家
よ
く
和

睦
し
て
、
正
し
く
齊
り
け
り
。
間
に
子
達
の
奴
を
し
か
り
責
る
事
あ
れ
ば
、
貴

賤
異
り
と
い
へ
ど
も
同
じ
く
人
な
れ
ば
、
さ
の
み
い
や
し
み
な
や
ま
す
べ
か
ら

ず
と
、
深
く
戒
め
給
ひ
き
。
そ
の
子
に
を
し
へ
給
ふ
と
こ
ろ
道
あ
る
に
よ
つ
て
、

明
道
、
伊
川
も
ろ
と
も
に
大
賢
と
な
り
、
大
官
に
の
ぼ
り
、
子
ゝ
孫
ゝ
に
至
る

ま
で
、
い
み
じ
く
さ
か
へ
た
ま
ひ
ぬ
。

　

程
母
は
孝
慈
順
仁
そ
な
は
る
に
よ
つ
て
、
造
化
し
給
ふ
清
福
な
れ
ば
、
さ
し

て
い
づ
れ
と
も
云
が
た
け
れ
ど
も
、
貴
賤
一
体
の
心
得
、
君
子
も
わ
き
ま
へ
が
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た
き
と
こ
ろ
に
し
て
、
こ
の
心
得
功
徳
無
量
な
れ
ば
、
造
福
の
修
行
か
な
ら
ず

こ
れ
を
外
に
せ
ず
。
人
ゞ
此
心
な
き
に
あ
ら
ず
。
侯
氏
を
師
と
せ
ば
、
虐
念
の

雲
は
れ
て
、
仁
徳
の
ひ
か
り
あ
ら
は
る
べ
し
。

『
廸
吉
録
』：
程
母
和
而
訓
義
子
為
名
儒（

（3
（

　

程
母
侯
氏
、
程
大
中
公
晌
之
妻
、
明
道
伊
川
二
程
子
之
母
也
、
母
事
舅
姑
、

内
外
聞
其
孝
、
大
中
公
禮
敬
特
甚
、
而
母
益
謙
順
自
牧
、
罔
或
悖
焉
、
雖
小
事

未
嘗
專
、
必
禀
命
而
後
行
、
治
家
有
法
、
不
嚴
而
整
、
不
喜
笞
扑
婢
侍
、
或
兒

女
諸
子
、
小
有
呵
責
、
必
戒
之
曰
、
貴
賤
雖
殊
、
人
則
一
也
、
恕
僕
妾
之
過
、

惟
恐
有
傷
、
獨
諸
子
有
過
、
小
則
詰
責
、
大
則
請
命
於
大
中
公
、
必
求
其
改
而

後
止
、
嘗
曰
、
子
之
所
以
不
肖
、
皆
母
蔽
其
過
、
則
父
不
知
、
而
無
繇
以
正
之
也
、

故
二
程
夫
子
、
于
飲
食
衣
服
、
一
無
所
擇
、
學
成
大
儒
、
大
程
官
至
御
史
中
丞
、

二
程
官
至
侍
講
、
一
代
名
儒
、
多
出
其
門
、
配
享
孔
廟
、
封
為
伯
、
後
世
誦
程

母
教
子
不
衰
。

　

二
程
子
と
は
、
中
国
北
宋
の
兄
弟
の
儒
学
者
程
顥
・
程
頤
の
尊
称
で
あ
る
。

二
程
子
が
天
理
と
人
性
と
の
関
連
を
論
じ
創
立
し
た
性
理
学
は
、
南
宋
の
朱
熹

に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学
問
を
後
世
に
「
程
朱
理
学
」
と
呼
ば

れ
る
。
二
程
子
の
母
の
説
話
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
『
廸
吉
録
』
の
「
程
母
和
而

訓
義
子
為
名
儒
」
を
底
本
と
し
、
教
子
報
で
「
程
子
の
母
が
二
子
の
教
育
に
努

め
た
事
」
を
、
仁
虐
報
で
「
程
氏
の
母
が
孝
順
、
仁
慈
で
あ
っ
た
事
」
を
そ
れ

ぞ
れ
違
う
視
点
か
ら
二
度
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
同
一
説
話
を
重
複
借
用

す
る
の
は
「
鑑
草
」
で
は
唯
一
見
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。「
程
母
和
而
訓
義
子
為

名
儒
」
の
大
意
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

程
子
の
母
の
侯
氏
が
よ
く
舅
姑
に
孝
行
を
尽
く
し
た
。
大
中
公
が
そ
の
妻
の

侯
氏
を
礼
儀
正
し
く
敬
っ
た
だ
け
に
、
侯
氏
も
よ
り
謙
虚
に
従
順
に
従
い
、
少

し
も
大
中
公
に
刃
向
わ
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
大
中
公
に
報

告
し
、
そ
の
意
向
を
聞
い
て
行
動
す
る
。
道
理
正
し
く
家
を
治
め
、
厳
し
く
は

な
い
が
、
家
庭
倫
理
は
整
然
と
し
た
。
侯
氏
自
身
も
そ
う
だ
し
、
子
供
た
ち
に

も
使
用
人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
接
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
侯
氏
は
、
子
供
の

過
ち
を
隠
さ
ず
に
大
中
公
に
も
知
ら
せ
、
子
供
た
ち
に
は
過
ち
を
改
め
る
よ
う

に
戒
め
た
。
故
に
、
二
程
子
が
服
や
食
べ
物
の
選
り
好
み
を
せ
ず
に
、
学
問
に

励
ん
だ
結
果
、
大
儒
に
な
っ
た
。
そ
の
時
代
の
名
儒
を
数
多
く
育
成
し
て
、
孔

廟
に
祀
ら
れ
、
伯
爵
の
号
を
受
け
た
。
程
子
の
母
の
こ
と
は
後
世
に
長
ら
く
謳

わ
れ
た
。

　

ま
ず
、『
廸
吉
録
』
原
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
教
子
報
に
あ
る
「
程

子
の
母
が
二
子
の
教
育
に
努
め
た
事
」
は
ほ
ぼ
忠
実
に
原
文
を
還
元
し
た
と
知

ら
れ
る
。
一
方
、
仁
虐
報
に
あ
る
「
程
氏
の
母
が
孝
順
、
仁
慈
で
あ
っ
た
事
」

は
「
不
喜
笞
扑
婢
侍
、
或
兒
女
諸
子
、
小
有
呵
責
、
必
戒
之
曰
、
貴
賤
雖
殊
、

人
則
一
也
」
と
い
う
家
事
使
用
人
に
優
し
く
接
す
る
と
こ
ろ
の
み
を
選
出
し
て
、

巻
目
に
合
わ
せ
て
仁
虐
の
報
い
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
茂
猷
は
論
評
を
つ
け
て
い
な
い
一
方
、
藤
樹
は
婦
人
徳
目
に
合
わ
せ
て
、

教
子
を
「
程
母
の
謙
順
に
し
て
わ
づ
か
の
事
を
も
う
か
ゞ
ひ
給
ひ
ぬ
る
ば
、
子

に
孝
を
お
し
ゆ
る
の
本
な
り
。
誰
も
母
た
る
人
心
得
べ
き
事
也
」
に
、仁
虐
を
「
侯

氏
を
師
と
せ
ば
、
虐
念
の
雲
は
れ
て
、
仁
徳
の
ひ
か
り
あ
ら
は
る
べ
し
」
に
お
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い
て
母
た
る
婦
人
に
戒
め
た
。

　

最
後
に
、「
鑑
草
」
の
他
所
で
見
ら
れ
な
い
重
複
借
用
の
理
由
を
探
究
す
る
。

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
程
子
の
母
の
品
性
を
讃
嘆
す
る
藤
樹
の
気
持
ち
で
あ

る
。「
程
母
の
謙
順
に
し
て
わ
づ
か
の
事
を
も
う
か
ゞ
ひ
給
ひ
ぬ
る
ば
、
子
に
孝

を
お
し
ゆ
る
の
本
な
り
」
と
藤
樹
は
程
子
の
母
の
育
児
に
つ
い
て
称
え
た
だ
け

で
な
く
、「
奴
と
が
あ
り
て
も
む
ち
う
つ
こ
と
を
き
ら
ひ
、
少
ゝ
の
こ
と
を
ば
の

ど
や
か
に
を
し
へ
い
ま
し
め
て
、
は
け
し
く
い
か
れ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
家

事
使
用
人
に
接
す
る
時
の
「
貴
賤
一
体
の
心
得
」
も
わ
き
ま
え
る
べ
き
だ
と
評

価
し
た
。
第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
藤
樹
の
朱
子
学
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。

藤
樹
は
陽
明
学
を
受
容
し
て
、
独
自
の
学
問
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
と
年
譜
か

ら
う
か
が
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
学
問
は
朱
子
学
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
り
、

学
問
を
修
め
る
入
門
の
時
に
、
朱
子
学
か
ら
か
な
り
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
看

過
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
に
「
神
明
に
通
ず
る
を
孝
行
の
至
極
な
り
」
と
主

張
す
る
藤
樹
の
宗
教
的
性
格
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
儒
道
は
す
な
は
ち
皇
上
帝
・
天

神
地
示
の
神
道
な
れ
ば
、（
中
略
）
我
人
の
大
始
祖
の
皇
上
帝
、
大
父
母
の
天
神

地
示
の
命
を
お
そ
れ
う
や
ま
ひ
、
其
神
道
を
欽
崇
し
て
受
容
す
る
を
孝
行
と
名

づ
け
、
又
至
徳
要
道
と
名
づ
け
、
ま
た
儒
道
と
名
づ
く
」（

（3
（

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

藤
樹
は
孝
を
「
我
人
の
大
始
祖
の
皇
上
帝
、
大
父
母
の
天
神
地
示
の
命
」
と
同

義
に
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
孝
は
「
翁
問
答
」
に
お
い
て
「
皇
上
帝
・
天
神
地

示
の
神
道
」、「
儒
道
」
と
、「
鑑
草
」
に
お
い
て
「
明
徳
佛
性
」、「
仁
徳
」、「
孝
徳
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
藤
樹
は
そ
の
「
神
明
を
信
仰
す

る
は
儒
道
の
本
意
に
て
候
」
と
い
う
儒
者
立
場
を
程
子
の
母
の
説
話
の
重
複
借

用
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　
「
鑑
草
」
の
思
想
の
核
心

　

以
上
の
よ
う
に
、
婦
人
徳
目
と
説
話
内
容
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
、
藤
樹
に

お
け
る
『
廸
吉
録
』
受
容
と
取
捨
選
択
の
具
体
的
な
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
ず
、『
廸
吉
録
』
女
鑑
の
十
徳
目
に
対
し
て
、
藤
樹
は
家
庭
内
に
お
け
る
婦

人
の
交
際
圏
ま
た
は
交
際
対
象
を
親
疎
関
係
別
に
整
え
て
、
ま
た
対
象
に
よ
っ

て
微
妙
に
変
化
す
る
婦
人
の
役
割
認
識
を
中
心
に
、
つ
ま
り
、
親
子
夫
婦
か
ら

親
族
、
使
用
人
へ
と
そ
の
サ
ー
ク
ル
を
広
げ（

（3
（

、
自
ら
巻
順
を
改
め
て
六
巻
に
分

け
て
八
徳
目
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
藤
樹
が
「
翁
問
答
」
で
記
し
た
「
婦

徳
の
大
が
い
」
を
意
識
し
な
が
ら
選
定
し
付
番
し
た
徳
目
で
あ
る
。「
翁
問
答
」

に
お
い
て
、
藤
樹
は
「
夫
婦
の
み
ち
、
別
を
本
と
す
」
と
主
張
し
、「
妻
の
み
ち
」

と
し
て
、「
先
舅
姑
に
孝
行
な
る
を
順
正
の
第
一
と
す
。
さ
て
貞
烈
の
徳
を
ま
も

り
、
女
事
を
よ
く
つ
と
め
、
さ
ほ
う
た
だ
し
く
、
お
つ
と
の
下
知
に
し
た
が
ひ
、

家
を
と
と
の
へ
、
子
孫
を
そ
だ
て
、
宗
族
を
和
睦
し
、
家
人
に
お
ん
を
ほ
ど
こ

す
は
婦
徳
の
大
が
い
な
り
」
と
記
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、こ
の
八
徳
目
は
前
述
の
「
鑑

草
」
の
序
文
で
掲
げ
て
い
る
明
徳
佛
性
の
修
行
と
も
一
致
し
て
い
る
。

　

次
に
、
計
六
組
の
説
話
同
士
に
お
い
て
、『
廸
吉
録
』
と
「
鑑
草
」
と
の
異
同

比
較
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
説
話
内
容
の
取
捨
選
択
も
藤
樹
は
孝
思
想
か
ら

出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
目
と
関
連
付
け
な
が
ら
、『
廸
吉
録
』
か
ら
選
出
し
た

各
説
話
を
整
理
し
、
説
き
直
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

第
一
組
は
舅
姑
に
孝
行
を
尽
く
す
こ
と
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、
藤
樹
は
、
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董
航　
「
鑑
草
」
に
お
け
る
『
廸
吉
録
』
か
ら
の
「
借
用
」
問
題

物
我
の
隔
心
を
打
ち
解
け
、
舅
姑
に
孝
行
の
誠
を
尽
く
せ
ば
、
神
明
の
ご
加
護

を
授
け
ら
れ
、
世
々
代
々
幸
せ
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。
第
二
組
は
節
を
守
る

こ
と
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、
藤
樹
は
、
不
義
無
道
を
行
わ
ず
一
心
に
夫
に
仕

え
る
こ
と
が
天
地
自
然
の
道
理
に
従
う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
三
組

は
不
嫉
の
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、
藤
樹
は
、
妬
毒

の
過
ち
を
改
正
す
れ
ば
、
神
明
の
慈
悲
に
恵
ま
れ
禍
を
福
に
転
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
示
し
て
い
る
。
第
四
組
は
子
供
を
正
し
く
教
え
育
て
る
こ
と
に
関
す
る

説
話
で
あ
り
、
藤
樹
は
、
母
徳
の
教
化
が
最
も
根
本
で
真
実
で
あ
る
故
に
、
慈

悲
正
直
を
基
本
と
し
胎
教
の
心
持
ち
を
重
視
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
第

五
組
は
教
子
の
延
長
線
上
に
あ
る
継
子
の
扱
い
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、
藤
樹

は
、
継
子
と
我
が
子
と
区
別
せ
ず
に
慈
し
み
深
く
育
て
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
第
六
組
は
家
事
使
用
人
に
情
け
深
く
接
す
る
こ
と
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、

藤
樹
は
、
程
子
の
母
の
よ
う
に
、
謙
虚
従
順
し
、
万
物
一
体
の
仁
を
も
っ
て
貧

賎
富
貴
問
わ
ず
に
家
事
使
用
人
に
情
け
深
く
接
す
る
べ
き
で
あ
る
と
婦
人
に
戒

め
て
い
る
。

　

右
記
の
六
組
に
限
ら
ず
、
藤
樹
は
「
鑑
草
」
の
す
べ
て
の
説
話
に
お
い
て
、「
善

悪
の
む
く
ひ
は
、
谷
に
こ
え
を
あ
ぐ
る
が
ご
と
く
な
れ
ば
、
善
を
思
ひ
善
を
お

こ
な
ふ
に
は
、
か
な
ら
ず
善
の
む
く
ひ
あ
り
。
悪
を
思
ひ
悪
を
お
こ
な
へ
ば
、

か
な
ら
ず
悪
の
む
く
ひ
有
。
こ
れ
誠
に
天
地
感
応
の
妙
理
な
り
」（

（4
（

と
あ
る
よ
う
に
、

善
因
善
果
悪
因
悪
果
と
い
う「
天
道
自
然
妙
理
」を
貫
徹
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、「
求

福
避
禍
、人
情
之
常
也
。
然
人
不
辨
恵
吉
逆
凶
惟
影
響
底
道
理
。
是
以
安
于
暴
棄
、

而
不
能
改
過
遷
善
」
と
い
う
現
実
に
直
面
す
る
藤
樹
は
「
以
禍
福
為
勧
戒
、
而

止
於
至
善
」
と
考
え
、「
改
過
遷
善
之
機
」
と
し
て
福
善
禍
淫
と
い
う
「
感
応
之

妙
理
」
を
「
鑑
草
」
に
お
い
て
掲
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（4
（

。「
至
善
」
に
つ
い
て
、

藤
樹
は
「
至
誠
無
息
之
良
知
」、「
良
知
之
別
名
号
」
と
解
釈
し
て
お
り
、ま
た
「『
大

学
』
発
端
之
三
言
。
曰
明
徳
。
曰
親
民
。
曰
至
善
。
厥
所
指
雖
異
、
其
実
惟

同
」（

（4
（

と
あ
る
よ
う
に
、「
至
善
」
と
「
良
知
」、「
明
徳
」
を
同
義
に
使
用
し
て
い
る
。

言
葉
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
藤
樹
に
お
い
て

孝
の
同
義
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
藤
樹
は
「
人
極
の
第
一
義
な
る
」
孝
か
ら
出
発
し
、

儒
教
に
お
け
る
感
応
思
想
、
仏
教
に
お
け
る
因
果
応
報
思
想
、
道
教
に
お
け
る

勧
善
懲
悪
思
想
な
ど
の
融
合
に
よ
る
明
徳
佛
性
へ
の
大
成
を
「
鑑
草
」
の
怪
異

説
話
に
託
し
て
遂
行
し
て
い
る
。

　

一
方
、『
廸
吉
録
』
自
序
の
冒
頭
に
お
い
て
、「
世
界
只
此
慈
悲
接
引
一
脈
」

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
救
世
の
悲
願
に
燃
え
る
茂
猷
は
、
経
世
出
世
を
第

一
義
と
し
、
単
に
伝
統
的
な
儒
教
の
枠
に
と
執
わ
れ
ず
、
儒
仏
道
三
教
に
わ
た

り
そ
の
道
を
究
め
、
異
常
な
手
段
を
弄
し
て
で
も
常
人
の
迷
妄
を
打
破
し
よ
う

と
し
て
い
る（

（4
（

。
仏
教
用
語
で
あ
る
「
慈
悲
」
は
、
藤
樹
か
ら
見
れ
ば
、「
慈
悲
清

浄
の
心
を
儒
家
に
は
仁
徳
と
名
づ
け
、佛
法
に
は
佛
性
と
号
す
」（

（4
（

と
あ
る
よ
う
に
、

「
慈
悲
心
」
と
「
仁
徳
佛
性
」
を
同
一
視
し
て
お
り
、「
百
福
の
根
本
」
と
位
置

付
け
て
い
る
。
ま
た
、「
無
欲
の
慈
悲
心
を
仁
と
名
づ
く
。（
中
略
）
孝
慈
は
一

徳
に
し
て
二
の
名
な
り
。
こ
の
孝
慈
の
仁
性
は
天
地
の
大
徳
百
福
の
源
な
る
ゆ

へ
に
、
仁
性
を
う
し
な
は
ざ
れ
ば
、
必
ず
（
中
略
）
福
報
い
み
じ
き
も
の
な
り
」（

（4
（

と
あ
る
よ
う
に
、
慈
悲
は
孝
徳
、
仁
徳
と
同
義
に
使
用
し
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
、
八
徳
目
や
そ
の
下
に
あ
る
応
報
説
話
が
内
容
上
、
時
代
上
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
根
底
に
は
、
婦
人
に
現
世
に
お
け
る
自
己

実
現
を
求
め
さ
せ
る
と
い
う
藤
樹
の
熱
烈
な
願
望
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

茂
猷
の
『
廸
吉
録
』
を
借
り
て
自
ら
の
孝
思
想
を
伝
え
る
た
め
に
用
い
る
藤
樹
は
、

こ
の
意
味
か
ら
見
れ
ば
、「
鑑
草
」
に
お
け
る
『
廸
吉
録
』
か
ら
の
「
借
用
」
に

大
成
功
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
孝
の
人
生
意
義
を
追
求
し
た
藤
樹
思
想
の
展
開

を
考
え
る
時
、「
鑑
草
」
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（4
（

。
仏
教
的
に
い

う
慈
悲
清
浄
の
心
も
、
儒
教
的
に
い
う
孝
徳
仁
徳
の
本
心
も
、
挙
句
の
果
て
藤

樹
に
お
い
て
明
徳
佛
性
の
修
行
、
い
わ
ば
孝
の
実
践
倫
理
に
帰
一
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
両
者
の
比
較
検
討
を
中
心
に
、「
鑑
草
」
に
お
け
る
『
廸
吉
録
』
か
ら

の
「
借
用
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
行
っ
た
。
第
一
章
で
は
、
藤
樹
は
婦
人

に
も
致
良
知
を
望
む
立
場
で
「
鑑
草
」
と
い
う
勧
戒
本
を
著
し
、
本
書
の
至
る

所
に
「
明
徳
佛
性
」
と
い
う
造
語
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
本
心
を
明
ら
か
に
す

る
修
行
と
し
て
、
六
巻
八
徳
目
と
展
開
し
各
々
の
意
味
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

る
こ
と
を
述
べ
た
。
第
二
章
で
は
、
三
教
兼
修
の
茂
猷
は
救
世
の
悲
願
に
燃
え

世
道
人
心
を
一
新
さ
せ
る
た
め
、
儒
教
の
庶
民
化
運
動
と
い
う
風
潮
の
中
、『
廸

吉
録
』
を
著
し
、
そ
の
善
書
思
想
及
び
彼
の
知
識
人
と
し
て
の
立
場
を
示
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
続
い
て
第
三
章
で
は
、
徳
目
の
取
捨
選
択
、
説
話
の
取

捨
選
択
、
説
話
内
容
の
取
捨
選
択
か
ら
、「
鑑
草
」
と
『
廸
吉
録
』
と
の
比
較
検

討
を
行
っ
た
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、六
組
の
説
話
同
士
を
例
と
し
て
あ
げ
、

そ
の
相
異
な
る
箇
所
を
い
か
に
違
う
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
の
第
四
章

で
は
、
藤
樹
の
取
捨
選
択
の
判
断
基
準
は
そ
の
孝
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
っ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
福
善
禍
淫
の
応
報
思
想
の
受
容
も
、
仏
教
教
義
の
慈
悲

佛
性
に
対
す
る
包
摂
も
、
す
べ
て
は
藤
樹
に
よ
っ
て
「
神
妙
不
測
、
広
大
深
遠
」

の
孝
徳
に
帰
一
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、藤
樹
は
儒
者
立
場
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

そ
の
孝
思
想
を
伝
え
る
た
め
に
茂
猷
の
『
廸
吉
録
』
を
「
借
用
」
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
近
世
日
中
文
化
交
渉
史
に
お
い
て
、
儒
学
の
「
日
本
化
」、「
土
着
化
」、

す
な
わ
ち
外
来
の
「
他
者
」
文
化
を
積
極
的
に
摂
取
す
る
と
と
も
に
、
批
判
的

に
読
み
直
す
と
い
う
現
象
は
、
そ
の
受
容
ま
た
は
変
容
の
過
程
に
お
い
て
発
生

し
て
い
る（

（4
（

。
中
国
善
書
『
廸
吉
録
』
の
「
借
用
」
を
め
ぐ
っ
て
、
本
稿
で
検
討

し
た
藤
樹
の
「
鑑
草
」
も
そ
の
一
例
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
藤
樹
よ
り
時
代
が

少
し
遅
れ
る
も
の
の
、
藤
樹
と
同
様
に
『
廸
吉
録
』
に
濃
厚
な
興
味
を
示
し
た

江
戸
前
期
の
知
識
人
と
し
て
、
仮
名
草
子
作
家
の
浅
井
了
意
（
？
〜
一
六
九
一
）

や
儒
学
者
の
藤
井
懶
斎
（
一
六
二
八
～
一
七
〇
九
）
も
あ
げ
ら
れ
る
。
了
意
の

勧
戒
説
話
集
『
堪
忍
記
』
と
懶
斎
の
善
行
故
事
集
『
大
和
為
善
録
』
に
お
け
る
『
廸

吉
録
』
の
「
借
用
」
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
検
討

し
た
い
。

　

本
稿
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
二
〇
一
七
年
九
月
例
会
に
お
け
る

報
告
を
基
に
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
う
え
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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注（
１
）	
花
田
富
二
夫「
近
世
初
期
三
教
思
想
の
一
資
料『
勧
善
書
』に
関
し
て（
二
）」

『
教
養
・
文
化
論
集
』
七
（
一
）
二
〇
一
二
年
、
一
二
三
～
一
三
三
頁
。

（
２
）	

本
書
は
藤
樹
が
三
十
六
七
歳
に
執
筆
し
た
も
の
で
、「
翁
問
答
」
以
後
の

も
の
で
あ
る
と
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
中
江
藤
樹
著
、
加
藤
盛
一
校
註
『
鑑
草
：
附 

春
風
・
陰
隲
』（
岩
波

文
庫
、
一
九
三
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
３
）	「
鑑
草
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
六
十
一
条
の
説
話
の
う
ち
、
四
十
八
条
で

は
な
く
、
五
十
条
は
『
廸
吉
録
』
か
ら
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
も
の
の
、

い
ず
れ
も
『
廸
吉
録
』
が
圧
倒
的
で
あ
る
と
こ
ろ
に
論
評
が
一
致
し
て
い

る
。
筆
者
は
自
ら
の
検
証
（
詳
細
は
後
述
）
よ
り
、
四
十
八
条
説
に
賛
同

す
る
。

（
４
）	

呉
震
は
「
中
国
善
書
在
近
世
日
本
的
流
衍
及
其
影
響
：
以
中
江
藤
樹
的
宗

教
観
為
中
心
」（『
白
山
中
国
学
』
一
九
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、「
借

用
」
を
「
為
我
所
用
（
我
の
為
に
用
い
る
所
）」
と
解
釈
し
て
い
る
（
一

～
一
七
頁
）。

（
５
）	

木
村
光
徳
・
牛
尾
春
夫
『
中
江
藤
樹
・
熊
沢
蕃
山
』（
明
徳
出
版
社
、
一

九
九
四
年
）
一
一
二
～
一
一
三
頁
。

（
６
）	

酒
井
忠
夫
『
中
国
善
書
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）
四
七

一
～
四
七
八
頁
。

（
７
）	

青
山
忠
一「『
鑑
草
』論
考（
近
世
初
期
文
学
の
諸
問
題
）」『
国
語
と
国
文
学
』

五
八
（
一
一
）
一
九
八
一
年
、
八
三
～
九
八
頁
。

（
８
）	

高
橋
文
博
「『
鑑
草
』
再
考
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
五
四
、
一
九
九
九
年
、

五
二
～
八
二
頁
。

（
９
）	

注
（
４
）
参
照
。

（
10
）	

吉
田
公
平「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
江
藤
樹
の
位
置
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』

二
、
一
九
九
六
年
、
一
三
七
～
一
四
七
頁
。

（
11
）	「
藤
樹
先
生
年
譜
」
と
し
て
、『
藤
樹
先
生
全
集
』
に
お
け
る
各
伝
本
（
岡

田
氏
本
・
川
田
氏
本
・
会
津
本
）
に
窺
見
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
は
、

先
行
研
究
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
も

藤
樹
の
伝
記
的
記
述
は
上
記
各
伝
本
に
よ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
必

ず
し
も
一
々
注
記
し
な
い
。

（
12
）	

順
は
「
心
だ
て
柔
懦
に
、
も
の
い
ひ
か
ほ
ぶ
り
た
ち
ふ
る
ま
ひ
ま
で
も
、

や
は
ら
か
に
し
た
が
ふ
徳
な
り
」
と
、
正
は
「
義
理
さ
ほ
う
を
た
だ
し
く

ま
も
る
徳
な
り
」（『
全
集
』
三
、
九
四
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

藤
樹
関
係
資
料
に
つ
い
て
、「
孝
経
啓
蒙
」
以
外
は
中
江
藤
樹
著
、
藤
樹

神
社
創
立
協
賛
会
編
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
一
～
五
巻　

藤
樹
書
院
、
一

九
二
九
年
に
よ
る
。
本
稿
で
引
用
す
る
場
合
は
、『
全
集
』
と
略
記
す
る
。

以
下
同
じ
。

（
13
）	『
全
集
』
二
、
四
四
〇
～
四
四
三
頁
。

（
14
）	『
全
集
』
二
、
四
三
一
～
四
三
二
頁
。

（
15
）	『
全
集
』
三
、
三
一
七
～
三
二
〇
頁
。

（
16
）	
注
（
６
）
参
照
。

（
17
）	

寺
田
隆
信
は
『
明
代
郷
紳
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
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九
年
）
に
お
い
て
、「
郷
紳
」
は
生
員
・
監
生
・
挙
人
・
進
士
な
ど
の
身

分
乃
至
資
格
を
も
ち
、
郷
里
に
居
住
す
る
者
の
総
称
で
あ
っ
た
と
定
義
付

け
て
い
る
。

（
18
）	『
廸
吉
録
』
度
集
官
鑑
家
居
門
郷
紳
家
居
懿
行
之
報
、
五
四
頁
。
注
（
21
）

参
照
。

（
19
）	

呉
震
「
＂雲
起
社
＂
与
十
七
世
紀
福
建
郷
紳
的
勧
善
活
動
」『
雲
南
大
学
学

報
（
社
会
科
学
版
）』
十
一
（
五
）、
二
〇
一
二
年
、
四
一
～
五
四
頁
。

（
20
）	

酒
井
忠
夫
、
前
掲
書
、
四
六
六
～
四
七
〇
頁
。

（
21
）	

内
閣
文
庫
の
所
蔵
と
し
て
、『
廸
吉
録
』
は
明
崇
禎
四
年
版
と
清
乾
隆
四

十
三
年
版
と
い
う
二
種
類
の
蔵
本
が
あ
る
。
明
版
は
九
巻
あ
り
、
清
版
は

八
巻
あ
る
。
明
版
に
は
清
版
よ
り
一
巻
多
く
首
巻
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
著

者
の
知
友
の
顧
錫
疇
、
林
釬
、
祁
彪
佳
の
叙
、
顔
茂
猷
自
序
、
同
人
の
王

東
里
ら
の
評
と
「
七
辯
」「
六
祝
」「
三
破
」
と
い
う
三
つ
の
前
書
き
文
章

な
ど
が
載
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
清
版
を
参
考
に
し
つ
つ
、
明
版
を
底
本

に
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
引
用
す
る
場
合
は
、『
廸
吉
録
』

と
略
記
す
る
。
以
下
同
じ
。

（
22
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
一　

孝
逆
之
報
、
三
二
六
～
三
二
八
頁
。

（
23
）	『
廸
吉
録
』
平
集
公
鑑
女
鑑
門
孝
逆
報
、
七
五
～
七
六
頁
。

（
24
）	

中
江
藤
樹
著
、
加
藤
盛
一
校
註
『
鑑
草
：
附 

春
風
・
陰
隲
』（
岩
波
文
庫
、

一
九
三
九
年
）、
一
六
頁
。

（
25
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
二　

守
節
背
夫
報
、
三
六
五
～
三
六
七
頁
。

（
26
）	『
廸
吉
録
』
平
集
公
鑑
女
鑑
門
守
節
背
夫
報
、
九
二
～
九
三
頁
。

（
27
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
三　

不
嫉
妬
毒
報
、
三
九
一
～
三
九
四
頁
。

（
28
）	『
廸
吉
録
』
平
集
公
鑑
女
鑑
門
妬
毒
報
、
九
四
～
九
五
頁
。

（
29
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
四　

教
子
報
、
四
〇
九
～
四
一
〇
頁
。

（
30
）	『
廸
吉
録
』
平
集
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
、
八
七
～
八
八
頁
。

（
31
）	『
全
集
』
三
、「
翁
問
答
」
上
巻
之
本
、
八
七
頁
。

（
32
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
五
（
一
）　

慈
残
報
、
四
三
一
～
四
三
三
頁
。

（
33
）	『
廸
吉
録
』
平
集
公
鑑
女
鑑
門
慈
残
報
、
八
六
～
八
七
頁
。

（
34
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
四　

教
子
報
、
四
一
二
～
四
一
四
頁
。

（
35
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
五
（
二
）　

仁
虐
報
、
四
四
四
～
四
四
五
頁
。

（
36
）	『
廸
吉
録
』
平
集
公
鑑
女
鑑
門
教
子
報
、
八
八
～
八
九
頁
。

（
37
）	『
全
集
』
三
、「
翁
問
答
」
下
巻
之
末
、
二
二
〇
頁
。

（
38
）	

近
藤
齊
「『
女
家
訓
』
の
成
立
」『
清
和
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
、
一
九

七
一
年
、
一
～
二
一
頁
。

（
39
）	『
全
集
』
三
、「
翁
問
答
」
上
巻
之
本
、
九
五
頁
。

（
40
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
一　

孝
逆
之
報
、
三
三
六
頁
。

（
41
）	『
全
集
』
一
、「
送
中
西
子
」、
一
九
三
～
二
〇
二
頁
。

（
42
）	『
全
集
』
一
、「
送
山
田
子
」、
一
八
五
～
一
八
八
頁
。

（
43
）	

荒
木
見
悟
「
顔
茂
猷
小
論
」『
明
代
思
想
文
芸
論
集
：
共
同
研
究
・
共
同

報
告
』
一
九
八
一
年
、
九
七
～
一
一
六
頁
。

（
44
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
二　

守
節
背
夫
報
、
三
五
七
頁
。

（
45
）	『
全
集
』
三
、「
鑑
草
」
巻
之
五
（
一
）　

慈
残
報
、
四
二
八
～
四
二
九
頁
。

（
46
）	

下
見
隆
雄
「
中
江
藤
樹
に
お
け
る
女
性
へ
の
視
点
：
藤
樹
思
想
と
『
鑑
草
』
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董
航　
「
鑑
草
」
に
お
け
る
『
廸
吉
録
』
か
ら
の
「
借
用
」
問
題

の
位
置
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
五
四
、
一
九
九
九
年
、
三
四
～
五
一
頁
。

（
47
）	
呉
震
『
顔
茂
猷
思
想
研
究
』（
東
方
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
三
七
〇
～

三
九
三
頁
。


